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                                Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

５.安全
あ ん ぜ ん

安心
あ ん し ん

のまちづくり「セーフコミュニティ」について 

（１）安全
あ ん ぜ ん

・安心
あ ん し ん

のまちづくりに取
と

り組
く

んでいることの認知
に ん ち

 

問
と い

31 久留米市
く る め し

が、セーフコミュニティ国際
こ く さ い

認証
にんしょう

を取得
し ゅ と く

して「安全
あんぜ ん

安心
あ ん し ん

のまちづくり」に取
と

り組
く

んでいることを知
し

っていますか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

「知らない」の割合は 74.7％と最も高く、次いで「聞いたことがある」が 17.4％、「取り組みを知っている」が 5.6％だった。  

【経年比較】「取り組みを知っているの割合は 5.6%で、平成 29 年度調査と比較し、0.7 ポイント減少し、「聞いたことがある」は

17.4%で 2.9 ポイント減少した。 

 

 

 

【性別】 「取り組みを知っている」の割合は、「男性」が 6.2％、「女性が」が 5.2％で「男性」が「女性」より 1 ポイント高い。  

【年齢別】 「聞いたことがある」の割合は、 「75 歳以上」が 26.1％と最も高く、次いで「18・19 歳」が 24.3％、「70～74 歳」が

23.3％だった。「取り組みを知っている」は「15・16・17 歳」が 12.1%と最も高い。 

【ブロック別】 「取り組みを知っている」の割合は、「南西部」が 7.4％と最も高く、次いで、「東部 B（田主丸）」が 7.3％、「中央部」

が 6.8％だった。一方で、「東部 A」が 2.8％と最も低い。 

【自治会加入別】 「取り組みを知っている」の割合は、「自治会に加入している」が 6.6％と最も高く、次いで「加入していない」が

2.8％だった。 

  

5.6 

5.6

6.3

17.4 

17.8

20.3

74.7 

74.3

72.5

2.2 

2.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)

取り組みを知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１）安全
あんぜん

・安心
あんしん

のまちづくりに取
と

り組
く

んでいることの認知
に ん ち

 

                                                  (％)  

  

取
り
組
み
を
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

2,763 155 481 2,065 62

100.0 5.6 17.4 74.7 2.2

女性 1,566 5.2 17.9 74.9 1.9

男性 1,180 6.2 16.8 74.7 2.4

（　　） 6 0.0 33.3 50.0 16.7

無回答 11 0.0 0.0 72.7 27.3

15・16・17歳 91 12.1 22.0 62.6 3.3

18・19歳 70 8.6 24.3 65.7 1.4

20歳代 368 4.3 18.2 72.0 5.4

30歳代 351 5.1 14.5 78.1 2.3

40歳代 489 4.5 15.1 77.9 2.5

50歳代 486 4.5 12.6 82.3 0.6

60～64歳 210 7.6 15.2 77.1 0.0

65～69歳 206 7.8 18.4 72.8 1.0

70～74歳 215 4.2 23.3 70.7 1.9

75歳以上 272 7.0 26.1 64.3 2.6

無回答 5 0.0 0.0 60.0 40.0

東部A 177 2.8 22.0 71.2 4.0

東部B（田主丸） 150 7.3 19.3 70.7 2.7

北部A 269 4.5 13.8 77.7 4.1

北部B（北野） 135 4.4 19.3 75.6 0.7

中央東部 333 4.5 18.0 76.0 1.5

南東部 254 6.3 22.8 68.5 2.4

中央部 397 6.8 16.6 74.6 2.0

中央南部 440 6.1 13.6 79.1 1.1

南西部 256 7.4 19.1 71.1 2.3

西部A（城島） 116 6.0 25.0 67.2 1.7

西部B（三潴） 156 4.5 13.5 79.5 2.6

わからない・無回答 80 3.8 8.8 83.8 3.8

加入している 2,055 6.6 18.3 73.4 1.7

加入していない 360 2.8 14.2 80.0 3.1

わからない 335 2.7 15.8 78.8 2.7

無回答 13 0.0 7.7 38.5 53.8

「セーフコミュニティ交際認証」取得、

「安心安全のまちづくり」の認知度

ブ
ロ
ッ

ク
別

自

治

会

加

入

別

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体
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   Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（２）けがや事故
じ こ

・犯罪
は ん ざい

・災害
さ い が い

への不安感
ふ あ ん か ん

 

問
と い

32 あなたは、お住
す

まいの地域
ち い き

で、けがや事故
じ こ

、犯罪
は ん ざ い

、災害
さ い が い

にあうかもしれない不安
ふ あ ん

を感
か ん

じますか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

それぞれ 1 つずつ） 

（ア）けがや事故
じ こ

 

「不安を感じる」20.8％、「やや不安を感じる」が 41.8％を合わせた『不安を感じる』は 62.6%,「あまり不安を感じない

28.4%、「不安を感じない」6.5%を合わせた『不安を感じない』は 34.9％。 

 

【経年比較】 

『不安を感じる』の割合は平成 29 年度調査と比較し、1.1 ポイント低い 20.8％だった。一方で、「不安を感じない」の割合は

28.4％と令和 3 年度調査から 1.3 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 「不安を感じる」の割合は、男女でほとんど差がないが、「やや不安を感じる」は「女性」が 44.4％、「男性」が 38.5％で「女

性」のほうが「男性」より 5.9 ポイント高く、『不安を感じる』では「女性」が「男性」より 5.6 ポイント高い。 

【年齢別】 『不安を感じる』の割合は、「30 歳代」が最も高く 25.1％。次いで「60～64 歳」が 22.9％、「40 歳代」が 22.3％と 2

割を超えている。一方で、「18・19 歳」が 12.9％と最も低い結果となっている。  

【ブロック別】 『不安を感じる』の割合は、「北部 B（北野）」が 28.1％と最も高く、次いで「東部 A」が 27.1％。一方で、「中央東

部」が 17.4％と最も低く、次いで「南東部」が 18.5％だった。 

【同居家族別】『不安を感じる』の割合は、「障害者手帳を持つ人がいる」世帯が 71.5％と最も高く、次いで「小学生がいる」世帯

71.1％、「就学前の子どもがいる」世帯 69.1％となっている。一方で、「上記にあてはまる人はいない」世帯は 59.0％と最も低い。 

 

 

 

 

 

  

20.8 

20.7

21.9

41.8 

41.1

43.2

28.4 

29.7

27.6

6.5 

6.1

5.2

2.5 

2.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)

不安を感じる やや不安を感じる あまり不安を感じない 不安を感じない 無回答

『不安を感じる』 

62.6 

『不安を感じない』  

34.9 

61.8 35.8 

65.1 32.8 
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

   （ア）けがや事故
じ こ

 

        (％)  

  

不
安
を
感
じ
る

や
や
不
安
を
感
じ
る

あ
ま
り
不
安
を
感
じ
な
い

不
安
を
感
じ
な
い

無
回
答

『

不
安
を
感
じ
る
』

『

不
安
を
感
じ
な
い
』

2,763 576 1,155 784 179 69 1,731 963

100.0 20.8 41.8 28.4 6.5 2.5 62.6 34.9

女性 1,566 20.8 44.4 27.1 5.4 2.3 65.2 32.5

男性 1,180 20.9 38.5 30.0 8.0 2.6 59.4 38.0

（　　） 6 33.3 33.3 16.7 0.0 16.7 66.6 16.7

無回答 11 9.1 36.4 45.5 0.0 9.1 45.5 45.5

15・16・17歳 91 19.8 34.1 23.1 19.8 3.3 53.9 42.9

18・19歳 70 12.9 41.4 30.0 14.3 1.4 54.3 44.3

20歳代 368 20.9 39.4 25.5 8.4 5.7 60.3 33.9

30歳代 351 25.1 47.9 19.4 5.4 2.3 73.0 24.8

40歳代 489 22.3 42.5 26.6 6.1 2.5 64.8 32.7

50歳代 486 18.9 43.6 30.7 5.8 1.0 62.5 36.5

60～64歳 210 22.9 39.0 30.5 6.7 1.0 61.9 37.2

65～69歳 206 15.5 42.2 37.4 3.4 1.5 57.7 40.8

70～74歳 215 21.4 39.5 32.1 4.2 2.8 60.9 36.3

75歳以上 272 21.0 39.0 33.1 4.8 2.2 60.0 37.9

無回答 5 0.0 40.0 20.0 0.0 40.0 40.0 20.0

東部A 177 27.1 42.4 22.6 4.5 3.4 69.5 27.1

東部B（田主丸） 150 24.0 42.0 26.0 5.3 2.7 66.0 31.3

北部A 269 20.8 43.5 24.9 6.3 4.5 64.3 31.2

北部B（北野） 135 28.1 37.0 31.1 3.0 0.7 65.1 34.1

中央東部 333 17.4 48.3 24.3 8.4 1.5 65.7 32.7

南東部 254 18.5 42.5 27.6 7.9 3.5 61.0 35.5

中央部 397 20.4 41.1 30.7 5.5 2.3 61.5 36.2

中央南部 440 18.9 40.5 34.3 5.5 0.9 59.4 39.8

南西部 256 21.5 41.4 28.5 6.3 2.3 62.9 34.8

西部A（城島） 116 24.1 37.1 28.4 5.2 5.2 61.2 33.6

西部B（三潴） 156 18.6 42.3 26.9 9.6 2.6 60.9 36.5

わからない・無回答 80 21.3 31.3 30.0 13.8 3.8 52.6 43.8

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 22.6 46.5 22.9 3.7 4.3 69.1 26.6

世帯の中に小学生がいる 339 26.3 44.8 21.2 4.4 3.2 71.1 25.6

世帯の中に中学生がいる 290 21.0 44.5 25.9 6.9 1.7 65.5 32.8

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる（本人を含みます）
337 18.4 42.7 27.3 9.8 1.8 61.1 37.1

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 20.6 42.8 30.4 4.4 1.7 63.4 34.8

世帯の中に障害者手帳を持っている

人がいる（本人を含みます）
305 25.6 45.9 22.0 5.6 1.0 71.5 27.6

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 19.2 39.8 30.1 8.8 2.0 59.0 38.9

無回答 43 32.6 30.2 16.3 2.3 18.6 62.8 18.6

けがや事故への不安感

ブ
ロ
ッ

ク
別

同

居

家

族

別

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体
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調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（イ）犯罪
は ん ざ い

 

「不安を感じる」20.7％、「やや不安を感じる」43.1％を合わせた『不安を感じる』は 63.8%。「あまり不安を感じない」

28.3％、「不安を感じない」5.2％を合わせた『不安を感じない』は 33.5%だった。 

【経年比較】 

令和 3 年度調査と比較すると、「不安を感じる」が 20.7%と 6.1 ポイント増加、「やや不安を感じる」は 1.8 ポイント増加してい

る。一方で、「あまり不安を感じない」は 28.3%で、5.3 ポイント減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 『不安を感じる』と回答した割合は、「女性」が 67.9％、「男性」が 58.3％で、「女性」が「男性」より 9.6 ポイント高い。一方

で、『不安を感じない』は「男性」が 39.0％、「女性」が 29.8％で、「男性」が「女性」より 9.2 ポイント高い。   

【年齢別】 『不安を感じない』の割合は、「18・19 歳」が 52.9％と最も高く、唯一『不安を感じる』割合より高い。 

【ブロック別】 「不安を感じる」の割合は、「西部 A（城島）」が 28.4％と最も高く、次いで「東部 B（田主丸）」が 23.3％。一方

で、「南東部」が最も低く 17.3％、次いで「中央部」が 19.6％だった。  

【同居家族別】 「不安を感じる」と回答した割合は、「障害者手帳を持っている人がいる」世帯が 25.6％、次いで「小学生がいる」世

帯が 25.1％だった。  

  

『不安を感じる』 

63.8 

『不安を感じない』  

 
33.5 

57.9 38.4 

59.3 38.4 

20.7 

14.6 

18.0 

43.1 

43.3 

41.3 

28.3 

33.1 

33.6 

5.2 

5.3 

4.8 

2.6 

3.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)

不安を感じる やや不安を感じる あまり不安を感じない 不安を感じない 無回答
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（イ）犯罪
は ん ざ い

 

                                                                    (％)  

  

不
安
を
感
じ
る

や
や
不
安
を
感
じ
る

あ
ま
り
不
安
を
感
じ
な
い

不
安
を
感
じ
な
い

無
回
答

『

不
安
を
感
じ
る
』

『

不
安
を
感
じ
な
い
』

2,763 571 1,192 783 145 72 1,763 928

100.0 20.7 43.1 28.3 5.2 2.6 63.8 33.5

女性 1,566 22.2 45.7 26.5 3.3 2.4 67.9 29.8

男性 1,180 18.6 39.7 31.1 7.9 2.7 58.3 39.0

（　　） 6 50.0 33.3 0.0 0.0 16.7 83.3 0.0

無回答 11 18.2 45.5 9.1 9.1 18.2 63.7 18.2

15・16・17歳 91 20.9 37.4 27.5 11.0 3.3 58.3 38.5

18・19歳 70 12.9 32.9 40.0 12.9 1.4 45.8 52.9

20歳代 368 22.0 38.6 25.5 8.2 5.7 60.6 33.7

30歳代 351 25.4 42.5 25.6 4.3 2.3 67.9 29.9

40歳代 489 22.7 45.8 24.1 4.9 2.5 68.5 29.0

50歳代 486 17.5 50.0 28.0 3.7 0.8 67.5 31.7

60～64歳 210 20.5 41.0 30.5 7.6 0.5 61.5 38.1

65～69歳 206 18.4 47.1 30.6 2.4 1.5 65.5 33.0

70～74歳 215 21.4 36.7 35.8 2.8 3.3 58.1 38.6

75歳以上 272 18.0 41.9 32.0 4.4 3.7 59.9 36.4

無回答 5 20.0 20.0 20.0 0.0 40.0 40.0 20.0

東部A 177 20.9 50.3 22.6 2.3 4.0 71.2 24.9

東部B（田主丸） 150 23.3 38.7 30.0 4.7 3.3 62.0 34.7

北部A 269 19.7 47.2 24.9 3.7 4.5 66.9 28.6

北部B（北野） 135 20.0 39.3 37.0 3.0 0.7 59.3 40.0

中央東部 333 21.9 44.7 24.9 6.6 1.8 66.6 31.5

南東部 254 17.3 44.1 28.7 6.3 3.5 61.4 35.0

中央部 397 19.6 45.6 29.0 3.5 2.3 65.2 32.5

中央南部 440 21.8 44.1 27.5 5.5 1.1 65.9 33.0

南西部 256 19.1 38.3 33.2 7.0 2.3 57.4 40.2

西部A（城島） 116 28.4 36.2 26.7 4.3 4.3 64.6 31.0

西部B（三潴） 156 19.9 37.8 31.4 8.3 2.6 57.7 39.7

わからない・無回答 80 18.8 37.5 30.0 10.0 3.8 56.3 40.0

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 23.6 42.5 24.9 4.7 4.3 66.1 29.6

世帯の中に小学生がいる 339 25.1 45.1 22.1 4.4 3.2 70.2 26.5

世帯の中に中学生がいる 290 22.8 44.8 25.5 5.2 1.7 67.6 30.7

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる（本人を含みます）
337 21.4 43.6 26.1 7.1 1.8 65.0 33.2

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 20.0 45.5 29.0 3.5 2.0 65.5 32.5

世帯の中に障害者手帳を持っている

人がいる（本人を含みます）
305 25.6 44.9 25.2 3.6 0.7 70.5 28.8

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 18.9 40.7 31.2 7.0 2.2 59.6 38.2

無回答 43 39.5 23.3 16.3 2.3 18.6 62.8 18.6

犯罪への不安感

ブ
ロ
ッ

ク
別

同

居

家

族

別

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（ウ）災害
さ い が い

 

「不安を感じる」29.3％、「やや不安を感じる」が 39.1％を合わせた『不安を感じる』は 68.4%、「あまり不安を感じない」 

22.9％、「不安を感じない」6.0%を合わせた『不安を感じない』は 28.9%だった。  

【経年比較】 

「不安を感じる」が 29.3％で、平成 29 年度調査と比較すると 15.1 ポイント増加した。「やや不安を感じる」が 39.1％で、5.9

ポイント増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】「やや不安を感じる」の割合は、「女性」が 40.9％、「男性」が 36.9％。「女性」が「男性」より 4.0 ポイント高い。 

【年齢別】 『不安を感じる』の割合は、「30 歳代」が最も高く 76.6％。次いで「50 歳代」が 71.4％と 7 割を超えている。 

【ブロック別】 『不安を感じる』の割合は、「北部 B（北野）」が 83.7%と最も高く、次いで「東部 A」が 81.4％。 

【同居家族別】 「不安を感じる」と回答した割合は、「障害者手帳を持っている人がいる」世帯が 38.0％、次いで「就学前の子

どもがいる」世帯が 32.6％だった。 

  

『不安を感じる』 

68.4 

『不安を感じない』  

 

28.9 

65.4 31.3 

52.4 44.7 

29.3 

29.9 

16.2 

39.1 

35.5 

36.2 

22.9 

25.0 

37.5 

6.0 

6.3 

7.2 

2.6 

3.2 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)

不安を感じる やや不安を感じる あまり不安を感じない 不安を感じない 無回答



144 

 Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（ウ）災害
さ い が い

 

                                                                         (％)  

不
安
を
感
じ
る

や
や
不
安
を
感
じ
る

あ
ま
り
不
安
を
感
じ
な
い

不
安
を
感
じ
な
い

無
回
答

『

不
安
を
感
じ
る
』

『

不
安
を
感
じ
な
い
』

2,763 810 1,081 633 167 72 1,891 800

100.0 29.3 39.1 22.9 6.0 2.6 68.4 28.9

女性 1,566 29.7 40.9 22.5 4.5 2.4 70.6 27.0

男性 1,180 28.8 36.9 23.4 8.2 2.6 65.7 31.6

（　　） 6 50.0 0.0 33.3 0.0 16.7 50.0 33.3

無回答 11 18.2 36.4 18.2 0.0 27.3 54.6 18.2

15・16・17歳 91 26.4 36.3 20.9 13.2 3.3 62.7 34.1

18・19歳 70 27.1 34.3 25.7 11.4 1.4 61.4 37.1

20歳代 368 31.8 33.7 22.0 6.8 5.7 65.5 28.8

30歳代 351 35.3 41.3 17.9 3.1 2.3 76.6 21.0

40歳代 489 29.7 40.1 22.1 5.9 2.2 69.8 28.0

50歳代 486 27.0 44.4 23.7 4.1 0.8 71.4 27.8

60～64歳 210 28.1 37.6 25.7 8.1 0.5 65.7 33.8

65～69歳 206 29.6 36.9 27.2 5.3 1.0 66.5 32.5

70～74歳 215 30.2 39.5 21.9 5.6 2.8 69.7 27.5

75歳以上 272 23.9 37.1 26.1 8.1 4.8 61.0 34.2

無回答 5 0.0 40.0 20.0 0.0 40.0 40.0 20.0

東部A 177 44.1 37.3 12.4 2.3 4.0 81.4 14.7

東部B（田主丸） 150 44.0 36.7 12.7 3.3 3.3 80.7 16.0

北部A 269 35.7 42.8 14.9 2.2 4.5 78.5 17.1

北部B（北野） 135 46.7 37.0 11.9 3.7 0.7 83.7 15.6

中央東部 333 23.4 38.4 28.8 7.2 2.1 61.8 36.0

南東部 254 23.2 40.9 23.6 8.7 3.5 64.1 32.3

中央部 397 25.9 42.6 22.9 6.0 2.5 68.5 28.9

中央南部 440 21.8 40.0 29.5 7.5 1.1 61.8 37.0

南西部 256 22.7 40.6 28.1 6.3 2.3 63.3 34.4

西部A（城島） 116 49.1 31.0 15.5 2.6 1.7 80.1 18.1

西部B（三潴） 156 22.4 37.2 26.9 10.9 2.6 59.6 37.8

わからない・無回答 80 26.3 25.0 33.8 10.0 5.0 51.3 43.8

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 32.6 34.9 24.3 4.0 4.3 67.5 28.3

世帯の中に小学生がいる 339 31.6 39.8 20.6 4.7 3.2 71.4 25.3

世帯の中に中学生がいる 290 28.6 43.4 19.7 6.6 1.7 72.0 26.3

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる（本人を含みます）
337 26.7 42.4 22.8 6.2 1.8 69.1 29.0

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 29.5 38.8 23.7 6.2 1.8 68.3 29.9

世帯の中に障害者手帳を持っている

人がいる（本人を含みます）
305 38.0 35.4 20.7 5.2 0.7 73.4 25.9

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 28.2 40.3 22.5 6.7 2.3 68.5 29.2

無回答 43 34.9 30.2 16.3 0.0 18.6 65.1 16.3

災害への不安感

ブ
ロ
ッ

ク
別

同

居

家

族

別

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（３）３年間
ねんかん

のケガや事故
じ こ

・犯罪
は ん ざい

・災害
さ い が い

への不安感
ふ あ ん か ん

の変化
へ ん か

 

問
と い

33 この３年
ねん

くらいの間
あいだ

で不安感
ふ あ ん か ん

は変化
へ ん か

しましたか？（あてはまる番号
ば ん ご う

それぞれ 1 つずつ） 

（ア）けがや事故
じ こ

 

  「安心感が高まった」1.8%、「やや安心感が高まった」6.9%を合わせた『安心感が高まった』は 8.7%。「やや不安感が高まった」

10.4%と「不安感が高まった」4.7%を合わせた『不安感が高まった』は 15.1%。 

 

【経年比較】 

「やや不安感が高まった」が 10.4％で、令和 3 年度と比較する 3.7 ポイント増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 「やや安心感が高まった」と回答した割合は、「男性」が 8.6％、「女性」が 5.7％で「男性」が「女性」より 2.9 ポイント高い。

「やや不安感が高まった」は「女性」が 11.0％、「男性」が 9.6％で「女性」が「男性」より 1.4 ポイント高い。   

【年齢別】 「安心感が高まった」の割合は、「15・16・17 歳」が 5.5％と最も高く、次いで、「18・19 歳」が 4.3％である。 

【ブロック別】 「やや安心感が高まった」の割合は、「北部 B（北野）」が 10.4％と最も高い。一方で、「北部 A」の 4.1％は最も低

い。 

【同居家族別】 「やや不安感が高まった」と回答した割合は、「障害者手帳を持っている人がいる」世帯が 14.4％、次いで「小学生が

いる」世帯が 13.3％、「中学生がいる」世帯が 12・8％だった。         

 

 

 

 

 

 

 

1.8 

2.0 

2.4 

6.9 

6.0 

6.3 

73.4 

79.4 

77.8 

10.4 

6.7 

7.1 

4.7 

2.9 

4.0 

2.8 

3.0 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)

安心感が高まった やや安心感が高まった 変わらない

やや不安感が高まった 不安感が高まった 無回答

『安心感が

高まった』 

8.7 

『不安感が

高まった』  

 
15.1 

8.0 9.6 

8.7 11.1 
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（ア）けがや事故
じ こ

   

                      (％)  

 

  
安
心
感
が
高
ま
っ

た

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ

た

変
わ
ら
な
い

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ

た

不
安
感
が
高
ま
っ

た

無
回
答

『

安
心
感
が
高
ま
っ

た
』

『

不
安
感
が
高
ま
っ

た
』

2,763 50 192 2,028 287 130 76 242 417

100.0 1.8 6.9 73.4 10.4 4.7 2.8 8.7 15.1

女性 1,566 2.0 5.7 74.3 11.0 4.7 2.4 7.7 15.7

男性 1,180 1.6 8.6 72.5 9.6 4.8 2.9 10.2 14.4

（　　） 6 0.0 16.7 66.7 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0

無回答 11 0.0 9.1 45.5 9.1 0.0 36.4 9.1 9.1

15・16・17歳 91 5.5 9.9 71.4 6.6 3.3 3.3 15.4 9.9

18・19歳 70 4.3 8.6 67.1 12.9 5.7 1.4 12.9 18.6

20歳代 368 1.9 9.0 69.0 8.7 6.0 5.4 10.9 14.7

30歳代 351 1.4 5.7 75.5 9.4 5.7 2.3 7.1 15.1

40歳代 489 1.8 6.3 73.0 10.8 5.3 2.7 8.1 16.1

50歳代 486 1.4 6.0 76.5 9.7 5.3 1.0 7.4 15.0

60～64歳 210 1.4 9.0 76.2 8.1 4.3 1.0 10.4 12.4

65～69歳 206 1.0 7.8 73.3 13.6 2.4 1.9 8.8 16.0

70～74歳 215 1.4 5.6 74.4 12.6 2.8 3.3 7.0 15.4

75歳以上 272 2.2 6.3 72.1 12.1 3.3 4.0 8.5 15.4

無回答 5 0.0 0.0 20.0 40.0 0.0 40.0 0.0 40.0

東部A 177 0.6 6.8 69.5 13.6 4.5 5.1 7.4 18.1

東部B（田主丸） 150 0.7 6.7 68.7 14.0 6.7 3.3 7.4 20.7

北部A 269 2.6 4.1 72.5 9.7 6.7 4.5 6.7 16.4

北部B（北野） 135 2.2 10.4 70.4 12.6 3.7 0.7 12.6 16.3

中央東部 333 2.4 5.7 76.3 9.6 3.9 2.1 8.1 13.5

南東部 254 2.0 7.5 76.0 8.7 3.1 2.8 9.5 11.8

中央部 397 1.5 5.8 73.8 11.6 5.0 2.3 7.3 16.6

中央南部 440 1.6 8.6 73.6 10.5 4.5 1.1 10.2 15.0

南西部 256 0.4 7.4 75.8 9.0 5.1 2.3 7.8 14.1

西部A（城島） 116 4.3 7.8 72.4 6.9 3.4 5.2 12.1 10.3

西部B（三潴） 156 2.6 5.1 75.0 9.6 4.5 3.2 7.7 14.1

わからない・無回答 80 2.5 12.5 66.3 8.8 5.0 5.0 15.0 13.8

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 1.0 4.7 74.1 9.3 6.3 4.7 5.7 15.6

世帯の中に小学生がいる 339 1.2 3.2 72.0 13.3 6.8 3.5 4.4 20.1

世帯の中に中学生がいる 290 0.7 5.9 74.5 12.8 4.1 2.1 6.6 16.9

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる（本人を含みます）
337 3.0 6.2 74.5 10.1 4.7 1.5 9.2 14.8

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 1.2 6.9 74.4 11.7 3.7 2.1 8.1 15.4

世帯の中に障害者手帳を持っている

人がいる（本人を含みます）
305 3.9 5.6 71.5 14.4 3.0 1.6 9.5 17.4

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 1.9 8.4 74.5 8.0 4.8 2.4 10.3 12.8

無回答 43 7.0 2.3 41.9 14.0 14.0 20.9 9.3 28.0

ブ
ロ
ッ

ク
別

同

居

家

族

別

けがや事故不安感への経年変化

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（イ）犯罪
は ん ざ い

 

「安心感が高まった」1.7%、「やや安心感が高まった」6.2%を合わせた『安心感が高まった』は 7.9%。「やや不安感が高まった」

15.7%と「不安感が高まった」を合わせた『不安感が高まった』は 22.3%。 

 

【経年比較】 

「やや不安感が高まった」の割合は、15.7％で、令和 3 年度調査と比較すると 7.9 ポイント増加。一方で、「変わらない」は

66.8%で 10.4 ポイント減少した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 「やや不安感が高まった」は「女性」が 18.2％、「男性」が 12.5％で「女性」が「男性」より 5.7 ポイント高い。 「やや安心感

が高まった」の割合は、「男性」が 7.9％、「女性」が 4.9％で「男性」が「女性」より 3.0 ポイント高い。    

【年齢別】 「やや安心感が高まった」の割合は、「15・16・17 歳」が 13.2％と最も高く 1 割を超えている。次いで、「60～64 歳」が

8.6％、「20 歳代」が 8.2％である。 

【ブロック別】 『安心感が高まった』の割合は、「北部 B（北野）」が 85.2％と最も高く、次いで「南東部」が 77.2％。  

【同居家族別】 「安心感が高まった」の割合は、「障害者手帳を持っている人がいる」世帯が 3.0％と最も高い。「不安感が高まった」

の割合は、「小学生がいる」、「中学生がいる」世帯が 8.3％と高い。 

  

1.7 

1.8 

2.2 

6.2 

6.6 

6.1 

66.8 

77.2 

74.3 

15.7 

7.8 

10.8 

6.6 

2.7 

4.1 

2.9 

3.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)

安心感が高まった やや安心感が高まった 変わらない

やや不安感が高まった 不安感が高まった 無回答

『安心感が

高まった』 

7.9 

『不安感が

高まった』  

 
22.3 

8.4 10.5 

8.3 14.5 
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（イ）犯罪
はんざい

  

                                                                       (％)  

  
安
心
感
が
高
ま
っ

た

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ

た

変
わ
ら
な
い

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ

た

不
安
感
が
高
ま
っ

た

無
回
答

『

安
心
感
が
高
ま
っ

た
』

『

不
安
感
が
高
ま
っ

た
』

2,763 48       170     1,846 435     183     81       218 618

100.0 1.7 6.2 66.8 15.7 6.6 2.9 7.9 22.3

女性 1,566 1.5 4.9 66.0 18.2 6.8 2.6 6.4 25.0

男性 1,180 2.0 7.9 68.1 12.5 6.4 3.0 9.9 18.9

（　　） 6 0.0 0.0 66.7 16.7 0.0 16.7 0.0 16.7

無回答 11 0.0 9.1 45.5 9.1 0.0 36.4 9.1 9.1

15・16・17歳 91 2.2 13.2 68.1 7.7 5.5 3.3 15.4 13.2

18・19歳 70 4.3 7.1 68.6 15.7 2.9 1.4 11.4 18.6

20歳代 368 2.4 8.2 63.0 13.3 7.6 5.4 10.6 20.9

30歳代 351 1.7 3.7 70.4 14.5 7.4 2.3 5.4 21.9

40歳代 489 1.2 5.1 66.1 16.6 8.4 2.7 6.3 25.0

50歳代 486 1.2 5.8 68.1 15.4 8.4 1.0 7.0 23.8

60～64歳 210 1.9 8.6 68.1 15.2 5.7 0.5 10.5 20.9

65～69歳 206 1.9 5.3 67.5 18.0 5.3 1.9 7.2 23.3

70～74歳 215 1.4 3.7 68.8 19.1 3.3 3.7 5.1 22.4

75歳以上 272 1.8 7.4 63.2 18.0 3.7 5.9 9.2 21.7

無回答 5 0.0 0.0 20.0 40.0 0.0 40.0 0.0 40.0

東部A 177 0.6 2.8 66.1 18.6 6.8 5.1 3.4 25.4

東部B（田主丸） 150 1.3 6.0 62.0 19.3 7.3 4.0 7.3 26.6

北部A 269 2.6 5.6 64.3 14.9 7.8 4.8 8.2 22.7

北部B（北野） 135 1.5 6.7 78.5 9.6 3.0 0.7 8.2 12.6

中央東部 333 2.1 6.3 65.5 17.4 6.3 2.4 8.4 23.7

南東部 254 2.0 8.3 68.9 14.2 3.9 2.8 10.3 18.1

中央部 397 0.8 6.8 64.7 15.9 9.1 2.8 7.6 25.0

中央南部 440 2.3 6.1 67.7 16.4 6.1 1.4 8.4 22.5

南西部 256 1.2 5.9 68.0 17.2 5.5 2.3 7.1 22.7

西部A（城島） 116 2.6 6.9 66.4 10.3 9.5 4.3 9.5 19.8

西部B（三潴） 156 1.9 4.5 69.2 14.1 7.1 3.2 6.4 21.2

わからない・無回答 80 2.5 7.5 62.5 16.3 6.3 5.0 10.0 22.6

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 1.7 4.0 66.1 15.9 7.6 4.7 5.7 23.5

世帯の中に小学生がいる 339 0.6 3.2 66.7 17.7 8.3 3.5 3.8 26.0

世帯の中に中学生がいる 290 0.3 4.8 68.6 15.9 8.3 2.1 5.1 24.2

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる（本人を含みます）
337 1.8 6.2 68.5 15.4 6.5 1.5 8.0 21.9

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 0.9 6.7 64.5 19.4 6.4 2.2 7.6 25.8

世帯の中に障害者手帳を持っている

人がいる（本人を含みます）
305 3.0 5.2 64.3 18.0 7.9 1.6 8.2 25.9

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 2.2 7.1 69.7 12.1 6.0 2.8 9.3 18.1

無回答 43 4.7 0.0 48.8 16.3 9.3 20.9 4.7 25.6

ブ
ロ
ッ

ク
別

同

居

家

族

別

犯罪不安感への経年変化

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（ウ）災害
さ い が い

 

  「安心感が高まった」1.9%、「やや安心感が高まった」8.9%を合わせた『安心感が高まった』の割合は、10.8%。 「やや不安感

が高まった」15.9%と「不安感が高まった」9.6%を合わせた『不安感が高まった』は 25.5%であった。 

 

【経年比較】 

「変わらない」は 61.0%で、令和 3 年度調査 55.6%と比較すると 5.4 ポイント高く、「やや安心感が高まった」は 8.9%で、 

令和 3 年度調査 7.0%より 1.9 ポイント高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 「やや安心感が高まった」と回答した割合は、「男性」が 9.7％、「女性」が 8.4％で「男性」が「女性」より 1.3 ポイント高い。

「やや不安感が高まった」は「女性」が 16.2％、「男性」が 15.3％で「女性」が「男性」より 0.9 ポイント高い。   

【年齢別】 「やや安心感が高まった」の割合は、「15・16・17 歳」「18・19 歳」が 14.3％と最も高い。「不安感が高まった」の割合

は、「50 歳代が」が 11.5％と最も高く、次いで「40 歳代」「65～69 歳」が 11.2％だった。 

【ブロック別】 『不安感が高まった』の割合は、「東部 B（田主丸）」が 28.0％と最も高く、次いで「北部 B（北野）」が 15.6％、

「東部 A」が 14.7％。一方で、最も低いのは、「南東部」の 5.1％である。 

【同居家族別】 「やや安心感が高まった」の割合は、「上記にあてはまる人はいない」世帯 10.2％、次いで「就学前の子どもがいる」世

帯が 10.0％。「不安感が高まった」の割合は、「小学生がいる」世帯が 11.8％、次いで「65 歳以上の人がいる」世帯が 10.9％で

ある。 

  

1.9 

3.1 

2.7 

8.9 

7.0 

7.2 

61.0 

55.6 

69.8 

15.9 

17.5 

11.6 

9.6 

13.7 

5.7 

2.8 

3.1 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)

安心感が高まった やや安心感が高まった 変わらない

やや不安感が高まった 不安感が高まった 無回答

『安心感が

高まった』 

10.8 

『不安感が

高まった』  

 
25.5 

10.1 31.2 

9.9 17.3 
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について）  

（ウ）災害
さいがい

 
                                                                                        （%）  

 

  安
心
感
が
高
ま
っ

た

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ

た

変
わ
ら
な
い

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ

た

不
安
感
が
高
ま
っ

た

無
回
答

『

安
心
感
が
高
ま
っ

た
』

『

不
安
感
が
高
ま
っ

た
』

2,763 52 246 1,686 438 265 76 298 703

100.0 1.9 8.9 61.0 15.9 9.6 2.8 10.8 25.5

女性 1,566 1.7 8.4 61.4 16.2 9.9 2.5 10.1 26.1

男性 1,180 2.2 9.7 60.8 15.3 9.2 2.8 11.9 24.5

（　　） 6 0.0 0.0 33.3 33.3 16.7 16.7 0.0 50.0

無回答 11 0.0 9.1 45.5 18.2 0.0 27.3 9.1 18.2

15・16・17歳 91 3.3 14.3 64.8 11.0 3.3 3.3 17.6 14.3

18・19歳 70 4.3 14.3 58.6 15.7 5.7 1.4 18.6 21.4

20歳代 368 2.2 8.7 59.0 16.0 8.7 5.4 10.9 24.7

30歳代 351 1.1 9.1 62.4 14.5 10.5 2.3 10.2 25.0

40歳代 489 1.6 8.4 59.5 16.6 11.2 2.7 10.0 27.8

50歳代 486 1.2 9.1 62.6 14.8 11.5 0.8 10.3 26.3

60～64歳 210 2.4 11.4 61.4 14.3 10.0 0.5 13.8 24.3

65～69歳 206 1.5 6.8 61.2 17.5 11.2 1.9 8.3 28.7

70～74歳 215 1.9 6.0 59.1 20.0 9.8 3.3 7.9 29.8

75歳以上 272 2.9 8.5 62.9 16.2 4.8 4.8 11.4 21.0

無回答 5 0.0 0.0 40.0 20.0 0.0 40.0 0.0 20.0

東部A 177 0.6 5.1 53.1 21.5 14.7 5.1 5.7 36.2

東部B（田主丸） 150 1.3 3.3 38.7 24.7 28.0 4.0 4.6 52.7

北部A 269 2.6 8.6 57.6 15.2 11.5 4.5 11.2 26.7

北部B（北野） 135 1.5 11.9 57.0 13.3 15.6 0.7 13.4 28.9

中央東部 333 2.1 8.1 65.2 15.0 6.9 2.7 10.2 21.9

南東部 254 3.1 6.7 63.0 19.3 5.1 2.8 9.8 24.4

中央部 397 1.3 11.3 60.5 15.6 9.1 2.3 12.6 24.7

中央南部 440 2.0 11.8 64.5 14.5 5.7 1.4 13.8 20.2

南西部 256 0.4 7.8 67.2 15.2 7.0 2.3 8.2 22.2

西部A（城島） 116 4.3 9.5 63.8 12.1 8.6 1.7 13.8 20.7

西部B（三潴） 156 1.3 7.7 67.3 12.2 8.3 3.2 9.0 20.5

わからない・無回答 80 3.8 11.3 62.5 8.8 8.8 5.0 15.1 17.6

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 1.0 10.0 61.8 12.3 10.3 4.7 11.0 22.6

世帯の中に小学生がいる 339 0.9 7.1 60.8 15.9 11.8 3.5 8.0 27.7

世帯の中に中学生がいる 290 1.4 9.0 63.1 15.9 8.6 2.1 10.4 24.5

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる（本人を含みます）
337 2.1 8.9 65.0 15.4 7.1 1.5 11.0 22.5

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 1.4 8.2 59.3 18.1 10.9 2.1 9.6 29.0

世帯の中に障害者手帳を持っている

人がいる（本人を含みます）
305 3.0 8.2 57.4 21.0 8.9 1.6 11.2 29.9

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 2.3 10.2 61.2 14.7 9.0 2.5 12.5 23.7

無回答 43 4.7 2.3 48.8 11.6 14.0 18.6 7.0 25.6

ブ
ロ
ッ

ク
別

同

居

家

族

別

災害不安感への経年変化

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体
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 Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（４）ふだんの生活
せ い か つ

で不安
ふ あ ん

に感
か ん

じること 

問
と い

34 あなたやあなたのご家族
か ぞ く

がふだん生活
せ いか つ

する中
なか

で、不安
ふ あ ん

に感
か ん

じることは何
なん

ですか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

「災害」の 61.3％が最も高く、次いで「自動車による交通事故」が 60.4％、「窃盗犯罪」が 35.9％である。  

 

【経年比較】 

  平成 29 年度調査と比較すると、「自動車による交通事故」の割合は、13.2 ポイント減少、「窃盗犯罪」は 8.1 ポイント

減少、「自転車による交通事故」が 9.1 ポイント減少している。一方で、「給付金詐欺等の電話を使った特殊詐欺」は、令

和 3 年度調査より 8.0 ポイント増加、「凶悪犯罪」は 6.3 ポイント増加している。 

61.3 

60.4 

35.9 

29.5 

26.2 

25.8 

21.4 

18.6 

16.9 

16.3 

13.7 

7.9 

1.6 

71.0 

68.9 

38.9 

35.7 

18.2 

19.5 

21.7 

17.2 

14.9 

16.1 

10.6 

7.8 

1.8 

63.4 

73.6 

44.0 

38.6 

14.8 

23.2 

19.5 

14.7 

13.7 

15.3 

6.9 

3.7 

 0%  20%  40%  60%  80%  100%

災害（地震や大雨など）

自動車による交通事故

窃盗犯罪

（空き巣や自転車の盗難、ひったくりなど）

自転車による交通事故

給付金詐欺等の電話を使った特殊詐欺

凶悪犯罪

（暴力行為や傷害、強盗など）

学校や登下校時のけがや事故

性的犯罪

（痴漢や強制わいせつ、のぞき・盗撮など）

職場でのけがや事故（労働災害）

家庭内でのけがや事故

（乳幼児や高齢者の転倒など）

心の病や自殺

余暇活動や運動中のけがや事故

家庭内での暴力や虐待

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)

 

※平成 2９年度調査は選択肢無し 
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

【性別】「災害」の割合は「女性」65.0％、「男性」は 56.7％で「女性」は「男性」より 8.3 ポイント高い。  

   【年齢別】 「自動車による交通事故」の割合は、「50 歳代」が最も高く 64.6％。次いで「70～74 歳」が 64.2％、「30 歳代」

64.1％といずれも 6 割を超えている。「自転車による交通事故」は「15・16・17 歳」が 47.3％と最も高い。 

【ブロック別】 「給付金詐欺等の電話を使った特殊詐欺）」の割合は、「西部 A（城島）」が 34.5％と最も高く、次いで「東部 B

（田主丸）」が 31.3％。「災害（地震や大雨など）」の割合は、「北部 B（北野）」74.8％と最も高く、次いで「東部 B」が

73.3%、「西部 A（城島）」が 71.6%と 7 割を超えている。 

【同居家族別】「自転車による交通事故」の割合は、「中学生がいる」世帯が 58.6％と最も高い。「給付金詐欺等の電話を使った特

殊詐欺」は「65 歳以上の人がいる」世帯の割合が 36.0%と高い。  

                                                                                             (％)   

 

 

 

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故

自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故

職
場
で
の
け
が
や
事
故

（

労
働
災
害
）

学
校
や
登
下
校
時
の
け
が
や
事
故

余
暇
活
動
や
運
動
中
の
け
が
や
事
故

心
の
病
や
自
殺

凶
悪
犯
罪

（

暴
力
行
為
や
傷
害
、

強
盗
な
ど
）

窃
盗
犯
罪

（

空
き
巣
や
自
転
車
の
盗
難
、

ひ
っ

た
く
り
な
ど
）

性
的
犯
罪

（

痴
漢
や
強
制
わ
い
せ
つ
、

の
ぞ
き
・
盗
撮
な
ど
）

家
庭
内
で
の
け
が
や
事
故

（

乳
幼
児
や
高
齢
者
の
転
倒
な
ど
）

家
庭
内
で
の
暴
力
や
虐
待

給
付
金
詐
欺
等
の
電
話
を
使
っ

た
特
殊
詐
欺

災
害
（

地
震
や
大
雨
な
ど
）

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,763 815 1,670 467 592 218 378 714 993 513 450 44 725 1,695 47 145 71

- 29.5 60.4 16.9 21.4 7.9 13.7 25.8 35.9 18.6 16.3 1.6 26.2 61.3 1.7 5.2 2.6

女性 1,566 28.8 60.8 16.6 23.6 7.2 14.6 26.8 38.3 23.0 18.5 1.9 27.3 65.0 1.7 4.3 2.5

男性 1,180 30.3 60.1 17.4 18.6 8.8 12.3 24.6 32.9 12.6 13.5 1.2 24.9 56.7 1.8 6.6 2.4

（　　） 6 50.0 66.7 33.3 33.3 16.7 50.0 16.7 16.7 33.3 16.7 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 16.7

無回答 11 27.3 45.5 0.0 0.0 9.1 9.1 36.4 36.4 18.2 0.0 0.0 27.3 45.5 0.0 0.0 27.3

15・16・17歳 91 47.3 47.3 13.2 46.2 15.4 12.1 23.1 30.8 9.9 2.2 1.1 9.9 40.7 1.1 8.8 3.3

18・19歳 70 38.6 55.7 10.0 30.0 10.0 11.4 20.0 22.9 8.6 2.9 2.9 14.3 41.4 0.0 12.9 1.4

20歳代 368 22.6 62.8 18.5 12.0 5.4 18.8 23.6 28.0 22.3 9.8 1.6 13.3 55.7 1.1 6.0 5.4

30歳代 351 32.8 64.1 21.4 32.2 8.8 17.9 30.8 37.6 29.9 19.4 2.0 19.7 65.0 0.9 4.3 2.8

40歳代 489 41.1 61.3 16.4 44.8 6.7 18.4 31.3 36.4 31.1 10.0 1.2 22.9 61.1 2.0 4.9 2.5

50歳代 486 28.2 64.6 22.4 15.6 6.6 15.6 25.7 42.6 17.3 13.2 2.7 31.1 64.0 1.6 4.9 0.4

60～64歳 210 18.6 56.7 15.2 8.6 9.0 9.5 23.3 36.7 10.0 19.0 0.5 34.3 65.2 3.3 5.7 1.4

65～69歳 206 25.2 59.7 16.5 8.7 9.7 8.3 23.3 39.3 7.3 23.8 1.5 33.5 68.9 3.4 4.4 1.0

70～74歳 215 23.7 64.2 10.2 10.2 9.8 6.0 25.6 36.3 8.4 28.4 0.9 35.3 69.8 0.9 3.7 2.3

75歳以上 272 23.9 50.4 10.3 6.6 7.7 4.0 19.9 34.2 7.7 29.0 1.1 39.3 57.4 1.8 5.1 3.7

無回答 5 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 60.0

東部A 177 21.5 57.1 23.2 15.8 5.6 11.3 24.9 36.7 16.4 14.7 1.1 28.8 67.2 0.6 4.0 3.4

東部B（田主丸） 150 19.3 57.3 19.3 21.3 4.7 11.3 20.0 34.0 12.0 21.3 1.3 31.3 73.3 2.7 3.3 3.3

北部A 269 28.3 61.7 17.5 21.2 6.7 18.6 23.0 36.4 18.6 17.5 1.9 25.3 66.5 1.5 4.8 4.8

北部B（北野） 135 23.7 54.8 16.3 21.5 3.7 13.3 20.0 33.3 15.6 12.6 0.7 28.1 74.8 2.2 5.2 0.7

中央東部 333 37.2 62.5 16.2 24.6 12.0 12.6 28.8 38.7 21.3 18.6 0.9 25.5 58.9 0.6 4.5 1.5

南東部 254 29.5 62.2 17.3 20.1 8.3 14.6 23.6 34.6 17.7 19.3 1.6 25.2 58.7 1.2 5.5 2.8

中央部 397 30.7 63.0 15.4 20.9 7.1 12.6 30.7 37.0 20.2 16.6 1.8 25.7 63.7 2.8 4.8 2.5

中央南部 440 36.6 62.3 15.2 23.4 8.6 13.6 25.9 37.7 21.1 12.5 1.6 25.0 55.0 1.6 5.5 0.9

南西部 256 24.6 61.3 14.5 23.4 7.8 15.2 28.9 36.7 21.5 18.4 2.0 26.2 55.9 0.8 6.3 2.3

西部A（城島） 116 22.4 61.2 18.1 16.4 9.5 12.1 21.6 32.8 14.7 19.0 2.6 34.5 71.6 1.7 3.4 2.6

西部B（三潴） 156 29.5 54.5 19.2 25.0 8.3 13.5 25.6 32.1 12.2 13.5 1.9 24.4 52.6 3.8 8.3 3.2

わからない・無回答 80 28.8 50.0 17.5 11.3 8.8 12.5 25.0 27.5 18.8 7.5 2.5 18.8 47.5 2.5 10.0 7.5

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 33.2 65.1 15.6 45.5 8.0 16.3 26.9 34.2 31.6 24.6 2.3 18.9 54.8 1.3 4.3 4.7

世帯の中に小学生がいる 339 53.1 67.8 16.5 71.1 11.8 17.4 27.7 34.2 36.0 9.4 1.8 17.4 58.7 0.9 2.4 3.8

世帯の中に中学生がいる 290 58.6 63.4 15.2 62.8 11.0 16.9 26.6 33.4 33.1 4.5 2.1 17.2 58.6 1.7 6.2 1.7

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる（本人を含みます）
337 51.9 60.5 14.8 51.9 10.4 13.9 28.8 32.0 27.0 6.2 2.1 16.9 51.6 0.3 7.1 1.5

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 25.9 62.0 16.9 13.7 8.8 10.6 24.6 39.0 13.1 28.7 1.6 36.0 63.5 1.2 5.1 1.5

世帯の中に障害者手帳を持っている

人がいる（本人を含みます）
305 28.5 58.4 18.0 13.1 8.2 17.4 29.5 34.8 19.3 25.2 3.3 32.5 68.2 3.3 4.6 0.3

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 21.2 58.2 18.3 5.5 5.5 14.1 25.0 35.8 14.8 8.1 1.2 23.4 63.8 2.1 6.0 2.5

無回答 43 25.6 41.9 7.0 7.0 7.0 7.0 20.9 27.9 7.0 9.3 0.0 34.9 60.5 0.0 0.0 20.9

ブ
ロ
ッ

ク
別

同

居

家

族

別

ふだんの生活における不安事項

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体



153 

Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（５）防犯
ぼ う は ん

・防災
ぼ う さ い

のために必要
ひ つ よ う

な個人
こ じ ん

や地域
ち い き

での取
と

り組
く

みや対策
た い さ く

 

問
と い

35 あなたは、けがや事故
じ こ

、犯罪
は ん ざ い

などを防
ふせ

いだり、災害
さ い が い

への備
そ な

えとして、個人
こ じ ん

や地域
ち い き

で特
と く

にどのよう取
と

り組
く

みや対策
た い さ く

を 

行
おこな

うことが必要
ひ つ よ う

だと思
お も

いますか？（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

「一人ひとりが注意して事故や犯罪にあわないように気をつける」が 62.0％で最も多く、次いで「地域内の危険箇所や不安箇所

の点検を行い、安全・安心マップを作成する」が 42.7％、「近隣住民とのあいさつなど、近所づきあいを良くする」40.5％。 

 

【経年比較】 

「地域内の危険個所や不安箇所の点検を行い、安全・安心マップを作成する」が 42.7％で、令和 3 年度調査と比較する

と 12.8 ポイント減少。「近隣住民とのあいさつなど、近所づきあいを良くする」は 40.5%で 6.6 ポイント減少した。 

 

62.0 

42.7 

40.5 

38.7 

32.7 

14.4 

11.9 

9.9 

63.7 

55.5 

47.1 

44.1 

33.5 

13.6 

8.8 

9.3 

61.4 

36.8 

52.6 

47.3 

22.2 

12.1 

6.7 

 0%  10%  20%  30%  40%  50%  60%  70%

一人ひとりが注意して事故や犯罪にあわないように気をつける

地域内の危険箇所や不安箇所の点検を行い、安全・安心

マップを作成する

近隣住民とのあいさつなど、近所づきあいを良くする

登下校時の児童や、一人暮らしなどの高齢者の見守り活動

を行う

地震や火災、水害など災害が起きた時のために防災訓練を

行う

日頃から地域の防犯パトロールや防犯活動に積極的に参加

する

詐欺や自殺などの予防について、市の出前講座を利用して

理解を深める

交通安全や転倒予防、防犯などに関する学習会を開く

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)

※平成 29 年度調査は選択肢無し 
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                                Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

【性別】「登下校時の児童や、一人暮らしなどの高齢者の見守り活動を行う」の割合は、「女性」が 42.0％、「男性」34.5％と「女性」

が「男性」より 7.5 ポイント高い。 

【性別・年齢別】 「一人ひとりが注意して事故や犯罪にあわないように気をつける」の割合は、「女性 75 歳以上」が 70.8％と最も高

く、次いで「女性 65～69 歳」が 70.1%と 7 割を超えている。 

【ブロック別】 「地震や火災、水害など災害が起きた時のために防災訓練を行う」の割合は、「東部 B（田主丸）」が 45.3％と最も

高く、次いで「北部 A」が 36.4％となっている。  

                                                                                       (％)   

地
域
内
の
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険
箇
所
や
不
安
箇
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す
る

登
下
校
時
の
児
童
や
、

一
人
暮
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し
な
ど
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者
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見
守
り
活
動
を
行
う

近
隣
住
民
と
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、

近
所
づ
き
あ
い
を
良
く
す
る

日
頃
か
ら
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
や

防
犯
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

交
通
安
全
や
転
倒
予
防
、

防
犯
な
ど
に
関
す
る

学
習
会
を
開
く

詐
欺
や
自
殺
な
ど
の
予
防
に
つ
い
て
、

市
の
出
前
講
座
を
利
用
し
て
理
解
を
深
め
る

地
震
や
火
災
、

水
害
な
ど
災
害
が

起
き
た
時
の
た
め
に
防
災
訓
練
を
行
う

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
て
事
故
や
犯
罪
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

そ
の
他

無
回
答

2,763 1,180 1,069 1,120 399 274 329 904 1,713 58 72

42.7 38.7 40.5 14.4 9.9 11.9 32.7 62.0 2.1 2.6

女性 1,566 45.3 42.0 40.4 13.1 9.2 11.2 34.0 63.3 1.9 2.4

男性 1,180 39.3 34.5 40.8 16.3 10.8 12.9 31.0 60.3 2.4 2.7

（　　） 6 66.7 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 50.0 66.7 0.0 16.7

無回答 11 27.3 0.0 36.4 0.0 9.1 0.0 27.3 45.5 0.0 18.2

女性15・16・17歳 46 32.6 39.1 32.6 13.0 8.7 13.0 32.6 45.7 0.0 2.2

女性18・19歳 30 50.0 40.0 43.3 10.0 10.0 16.7 33.3 53.3 0.0 3.3

女性20歳代 226 41.2 28.8 21.2 11.5 9.3 8.0 31.0 56.2 2.7 5.8

女性30歳代 207 44.0 47.3 34.3 14.5 11.6 9.2 41.5 61.8 0.0 1.9

女性40歳代 287 44.9 52.3 40.4 16.7 10.1 9.4 36.6 62.0 4.2 2.8

女性50歳代 272 47.4 37.1 45.2 14.0 10.3 14.7 33.5 65.8 2.2 1.1

女性60～64歳 126 55.6 49.2 39.7 14.3 8.7 16.7 40.5 66.7 0.8 0.0

女性65～69歳 117 38.5 45.3 43.6 10.3 4.3 8.5 28.2 70.1 0.9 1.7

女性70～74歳 115 51.3 36.5 60.0 4.3 5.2 11.3 33.0 68.7 0.9 1.7

女性75歳以上 137 44.5 40.9 54.7 13.9 9.5 11.7 24.1 70.8 2.2 2.2

男性15・16・17歳 44 40.9 29.5 36.4 11.4 15.9 13.6 31.8 68.2 2.3 2.3

男性18・19歳 39 46.2 33.3 28.2 12.8 2.6 5.1 17.9 53.8 0.0 0.0

男性20歳代 140 39.3 29.3 26.4 17.1 15.0 12.1 35.7 58.6 2.9 5.7

男性30歳代 143 27.3 31.5 32.9 20.3 10.5 12.6 31.5 61.5 2.1 4.2

男性40歳代 201 32.3 37.8 41.8 16.9 8.5 12.4 28.4 55.2 4.0 3.0

男性50歳代 212 38.2 29.7 38.7 18.4 11.8 16.5 35.4 61.3 2.4 1.4

男性60～64歳 84 41.7 33.3 29.8 9.5 8.3 10.7 26.2 63.1 3.6 1.2

男性65～69歳 88 53.4 45.5 47.7 19.3 14.8 15.9 37.5 65.9 1.1 0.0

男性70～74歳 99 45.5 37.4 57.6 13.1 11.1 9.1 28.3 61.6 1.0 3.0

男性75歳以上 130 46.9 39.2 62.3 13.8 7.7 13.1 26.9 60.0 1.5 3.1

(      )・無回答 20 45.0 25.0 35.0 10.0 15.0 10.0 30.0 50.0 0.0 15.0

東部A 177 46.9 41.8 48.0 16.9 6.2 9.0 36.2 62.7 2.3 4.0

東部B（田主丸） 150 38.7 43.3 46.0 15.3 8.0 10.7 45.3 57.3 2.0 2.7

北部A 269 43.5 36.1 33.5 17.1 8.2 13.8 36.4 59.5 2.2 4.5

北部B（北野） 135 37.0 37.0 39.3 8.9 15.6 11.9 31.1 62.2 3.0 0.7

中央東部 333 44.4 43.5 43.5 14.1 10.8 12.3 33.3 65.2 1.8 1.5

南東部 254 43.7 39.8 38.6 12.6 9.4 13.4 30.3 69.3 0.8 2.8

中央部 397 44.6 39.0 40.8 15.1 7.6 8.3 30.0 59.4 2.3 2.8

中央南部 440 39.8 37.7 39.3 14.3 10.7 10.5 32.0 60.9 2.3 1.4

南西部 256 45.7 36.3 41.4 13.3 9.0 12.9 32.0 59.0 1.6 3.1

西部A（城島） 116 39.7 35.3 38.8 12.1 13.8 17.2 28.4 65.5 3.4 3.4

西部B（三潴） 156 46.2 40.4 45.5 18.6 14.7 17.9 28.8 64.1 1.3 1.9

わからない・無回答 80 32.5 23.8 28.8 11.3 11.3 11.3 30.0 60.0 5.0 5.0

性

別

回

答

者

数

全体

けがや事故、犯罪、災害への取り組み対策

性

別

・

年

齢

別

ブ
ロ
ッ

ク
別
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                                Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

６.家庭
か て い

での水
みず

や食料
しょくりょう

の備蓄
び ち く

 

問
と い

36 地震
じ し ん

や風水害
ふ う す い が い

などの災害
さ い が い

時
じ

に電気
で ん き

・水道
す い ど う

・ガスなどがストップした場合
ば あ い

に備
そ な

えて、あなたの家庭
か て い

では水
みず

や食料
しょくりょう

を      

どの程度
て い ど

備蓄
び ち く

していますか？（あてはまる番号
ば ん ご う

それぞれ 1 つずつ） 

（ア）水
み ず

（１日
に ち

あたり１人
り

３リットルが目安
め や す

） 

   「何もしてない」が 36.4%と最も高く、次いで「2 日分」が 21.2%、「1 日分」が 18.8%となっている。 

 

【経年比較】 

令和 3 年度調査と比較すると、「1 日分」「2 日分」の割合はやや減少し、「３日分以上」の割合は 21.1％と 2.8 ポイン

ト増加している。 

 

【性別】 備蓄している割合は、「男性」が「3 日以上」の割合が最も高く 21.9％、「女性」は「2 日分」の 21.5％が最も高い。 

【年齢別】 「1 日分」の割合は、「15・16・17 歳」が 33.0％と最も高く、次いで「50 歳代」が 21.6％、「30 歳代」が 20.5％と

なっている。「何もしていない」の割合は、「18.19 歳」が 44.3%と最も高く、次いで「20 歳代」が 43.8%と 4 割を超えてい

る。 

【性別・年齢別】「1 日分」の割合が最も高いのは、「男性 15・16・17 歳」が 34.1％、「２日分」は「女性 75 歳以上」が

29.9％、「3 日分以上」は「女性 70～74 歳」が 32.2％。 

【ブロック別】「何もしていない」の割合は、「西部 B（三潴）」が 47.4％と最も高く、次いで「南東部」が 41.3％。一方で、「東

部 A」が最も低く 30.5％、次いで「北部 B（北野）」が 34.1％。 

【家族構成別】 「３日分以上」の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 26.3％と最も高く、次いで「単身」が 21.8％、「親・子

（２世代）」が 20.3％。 

【同居家族別】「何もしていない」の割合は、「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」世帯が 41.8％と最も高く、次いで「就学

前の子どもがいる」世帯が 39.9％。 

【職業別】「３日分以上」の割合は、「無職」が 25.6％と最も高く、次いで「その他就業者」が 23.6％。 

18.8 

21.2 

21.1 

36.4 

21.5 

22.6 

18.3 

36.6 

17.6

15.0 

12.1 

54.4 

 0%  20%  40%  60%

１日分

２日分

３日分以上

何もしていない

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

 （ア）水
みず

                           

  (％)                                                   (％)                                                                       

  １

日

分

２

日

分

３

日

分

以

上

何

も

し

て

い

な

い

無

回

答

単身 358 19.8 16.5 21.8 39.1 2.8

夫婦・パートナーのみ 632 18.0 23.1 26.3 31.2 1.4

親・子（２世代） 1,455 18.9 21.8 20.3 36.2 2.8

親・子・孫（３世代） 219 18.7 19.6 12.8 47.9 0.9

その他 84 21.4 19.0 16.7 40.5 2.4

無回答 15 6.7 26.7 13.3 26.7 26.7

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 15.0 22.9 16.9 39.9 5.3

世帯の中に小学生がいる 339 18.9 19.5 20.9 37.2 3.5

世帯の中に中学生がいる 290 25.2 22.1 19.0 32.1 1.7

世帯の中に上記以外の18歳未満の子どもが

いる（本人を含みます）
337 24.3 16.3 16.3 41.8 1.2

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 18.7 23.0 21.2 35.6 1.4

世帯の中に障害者手帳を持っている人が

いる（本人を含みます）
305 20.0 19.0 24.3 36.1 0.7

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 17.6 20.0 22.6 37.6 2.2

無回答 43 16.3 23.3 18.6 23.3 18.6

正規雇用者  （会社員・役員、公務員など） 1,028 20.1 20.3 19.2 37.7 2.6

非正規雇用者 （派遣・契約社員、嘱託社員、

アルバイト、パートタイマーなど）
548 17.7 18.8 19.5 41.6 2.4

その他就業者  （会社経営者、自営業者、

家族従業者、農業従事者など）
233 15.9 21.5 23.6 37.3 1.7

内職・在宅就業 15 20.0 6.7 13.3 60.0 0.0

無職（専業主婦（主夫）、年金生活者、

失業中の方など）
681 17.2 26.1 25.6 28.8 2.3

学生  （大学生、専門学生、高校生など） 210 23.8 14.8 19.0 40.0 2.4

その他 38 23.7 26.3 15.8 34.2 0.0

無回答 10 0.0 30.0 20.0 20.0 30.0

回

答

者

数

水の備蓄状況

家

族

構

成

別

同

居

家

族

別

職

業

別

１

日

分

２

日

分

３

日

分

以

上

何

も

し

て

い

な

い

無

回

答

2,763 520 585 583 1,007 68

100.0 18.8 21.2 21.1 36.4 2.5

女性 1,566 19.7 21.5 20.4 36.1 2.3

男性 1,180 17.9 20.7 21.9 37.0 2.5

（　　） 6 0.0 0.0 50.0 33.3 16.7

無回答 11 9.1 36.4 27.3 18.2 9.1

15・16・17歳 91 33.0 14.3 15.4 33.0 4.4

18・19歳 70 17.1 12.9 24.3 44.3 1.4

20歳代 368 15.8 18.8 16.0 43.8 5.7

30歳代 351 20.5 18.2 20.2 38.2 2.8

40歳代 489 18.4 24.1 19.8 35.2 2.5

50歳代 486 21.6 19.8 18.1 39.9 0.6

60～64歳 210 16.7 20.5 24.3 38.1 0.5

65～69歳 206 18.4 20.9 26.7 33.0 1.0

70～74歳 215 19.5 23.3 28.8 26.0 2.3

75歳以上 272 14.0 28.7 25.4 29.4 2.6

不明 5 0.0 40.0 0.0 20.0 40.0

女性15・16・17歳 46 32.6 10.9 17.4 37.0 2.2

女性18・19歳 30 13.3 10.0 20.0 53.3 3.3

女性20歳代 226 17.3 15.9 15.9 45.1 5.8

女性30歳代 207 20.8 17.9 23.2 35.7 2.4

女性40歳代 287 17.4 28.2 17.1 34.8 2.4

女性50歳代 272 22.4 21.0 16.2 39.7 0.7

女性60～64歳 126 19.0 21.4 23.8 35.7 0.0

女性65～69歳 117 21.4 21.4 23.1 32.5 1.7

女性70～74歳 115 21.7 20.9 32.2 24.3 0.9

女性75歳以上 137 16.1 29.9 24.8 27.0 2.2

男性15・16・17歳 44 34.1 18.2 13.6 29.5 4.5

男性18・19歳 39 20.5 15.4 25.6 38.5 0.0

男性20歳代 140 13.6 22.9 15.7 42.1 5.7

男性30歳代 143 20.3 18.9 16.1 41.3 3.5

男性40歳代 201 19.9 18.4 23.4 35.8 2.5

男性50歳代 212 20.8 18.4 19.8 40.6 0.5

男性60～64歳 84 13.1 19.0 25.0 41.7 1.2

男性65～69歳 88 14.8 20.5 31.8 33.0 0.0

男性70～74歳 99 17.2 26.3 25.3 27.3 4.0

男性75歳以上 130 11.5 26.9 26.2 32.3 3.1

(     )・無回答 20 5.0 25.0 30.0 25.0 15.0

東部A 177 19.8 24.3 21.5 30.5 4.0

東部B（田主丸） 150 12.7 25.3 23.3 35.3 3.3

北部A 269 20.8 18.6 21.6 34.9 4.1

北部B（北野） 135 19.3 24.4 21.5 34.1 0.7

中央東部 333 21.9 18.6 23.1 34.8 1.5

南東部 254 14.2 21.7 20.1 41.3 2.8

中央部 397 17.6 23.9 20.7 35.8 2.0

中央南部 440 20.0 23.2 19.5 36.1 1.1

南西部 256 21.9 18.4 19.9 36.7 3.1

西部A（城島） 116 20.7 20.7 18.1 37.9 2.6

西部B（三潴） 156 16.0 14.1 20.5 47.4 1.9

わからない・無回答 80 15.0 17.5 28.8 32.5 6.3

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体

水の備蓄状況

性

別

・

年

齢

別

ブ
ロ
ッ

ク
別
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（イ）食料
し ょ く り ょう

 

「何もしていない」の 36.0％が最も高く、次いで「2 日分」23.2％、「3 日分以上」21.9％。 

 

【経年比較】 

「何もしていない」の割合は 36.0%で、平成 29 年度調査から 14.4 ポイント減少した。 

 

 

【性別】備蓄している割合は、「男性」が「2 日分」の割合が最も高く 23.0％、「女性」は「2 日分」の 23.3％が最も高かった。   

【年齢別】 「何もしていない」の割合は、「20 歳代」が最も高く 48.4％。次いで「30 歳代」が 42.2％、「18・19 歳」が 41.4％とい

ずれも 4 割を超えている。一方で、「75 歳以上」は 26.1％となった。   

【性別・年齢別】「何もしていない」の割合は、「女性 18・19 歳」が 53.3％と最も高く、次いで「女性 20 歳代」が 52.2％「男性 20

歳代」が 42.9％。男女ともに若年層の割合が高い。 

【ブロック別】 「何もしていない」の割合は、「西部 B（三潴）」が 44.9％と最も高く、唯一 4 割を超えている。次いで「南東部」が

39.0％。一方で、「東部 A」が最も低く 31.6％、次いで「東部 B（田主丸）」が 32.0％だった。  

【家族構成別】 「３日分以上」の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 26.9％と最も高く、次いで「その他」が 26.2％、「単身」が

22.1％だった。 

【同居家族別】 「何もしていない」の割合は、「就学前の子どもがいる」世帯が 41.2％と最も高い。 

【職業別】 「何もしていない」の割合は、「内職・在宅就業」が 60.0％と最も高く、次いで「非正規雇用者」が 42.7％、「学生」が

40.5％だった。  

16.1 

23.2 

21.9 
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16.9 
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23.9 
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16.0 

17.7 

14.3 

50.4 

 0%  20%  40%  60%

１日分

２日分

３日分以上

何もしていない

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（イ）食料
しょくりょう

    
 (％)                                                                 (％)      

１

日

分

２

日

分

３

日

分

以

上

何

も

し

て

い

な

い

無

回

答

単身 358 14.5 21.5 22.1 38.8 3.1

夫婦・パートナーのみ 632 13.8 26.6 26.9 30.9 1.9

親・子（２世代） 1,455 18.2 22.4 20.3 36.0 3.1

親・子・孫（３世代） 219 13.7 22.4 16.4 45.7 1.8

その他 84 11.9 20.2 26.2 39.3 2.4

無回答 15 6.7 20.0 20.0 20.0 33.3

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 15.3 19.9 18.3 41.2 5.3

世帯の中に小学生がいる 339 16.2 21.2 20.9 37.8 3.8

世帯の中に中学生がいる 290 19.7 24.5 22.4 31.0 2.4

世帯の中に上記以外の18歳未満の子どもが

いる（本人を含みます）
337 23.4 19.9 16.3 38.9 1.5

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 14.7 24.6 24.6 34.0 2.1

世帯の中に障害者手帳を持っている人が

いる（本人を含みます）
305 13.1 25.6 24.6 35.4 1.3

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 15.8 23.0 20.5 38.0 2.7

無回答 43 7.0 23.3 30.2 20.9 18.6

正規雇用者  （会社員・役員、公務員など） 1,028 17.7 22.6 19.0 37.8 2.9

非正規雇用者 （派遣・契約社員、嘱託社員、

アルバイト、パートタイマーなど）
548 13.5 23.2 17.7 42.7 2.9

その他就業者  （会社経営者、自営業者、

家族従業者、農業従事者など）
233 15.9 25.3 24.9 31.3 2.6

内職・在宅就業 15 13.3 6.7 20.0 60.0 0.0

無職（専業主婦（主夫）、年金生活者、

失業中の方など）
681 14.1 25.1 30.2 27.8 2.8

学生  （大学生、専門学生、高校生など） 210 21.0 17.1 19.0 40.5 2.4

その他 38 23.7 31.6 10.5 34.2 0.0

無回答 10 10.0 20.0 20.0 20.0 30.0

家

族

構

成

別

同

居

家

族

別

職

業

別

回

答

者

数

食料の備蓄状況

１

日

分

２

日

分

３

日

分

以

上

何

も

し

て

い

な

い

無

回

答

2,763 445 640 605 994 79

100.0 16.1 23.2 21.9 36.0 2.9

女性 1,566 15.2 23.3 21.2 37.6 2.7

男性 1,180 17.5 23.0 22.6 34.0 3.0

（　　） 6 0.0 16.7 33.3 33.3 16.7

無回答 11 9.1 27.3 36.4 18.2 9.1

15・16・17歳 91 26.4 12.1 19.8 37.4 4.4

18・19歳 70 15.7 24.3 17.1 41.4 1.4

20歳代 368 13.6 18.8 13.6 48.4 5.7

30歳代 351 18.2 20.5 16.2 42.2 2.8

40歳代 489 18.6 25.4 19.8 33.7 2.5

50歳代 486 17.3 23.7 22.0 36.0 1.0

60～64歳 210 17.1 19.5 26.7 35.2 1.4

65～69歳 206 16.5 26.7 23.8 30.6 2.4

70～74歳 215 13.5 26.0 31.6 26.0 2.8

75歳以上 272 8.1 29.4 32.7 26.1 3.7

無回答 5 0.0 0.0 40.0 20.0 40.0

女性15・16・17歳 46 23.9 15.2 19.6 39.1 2.2

女性18・19歳 30 10.0 16.7 16.7 53.3 3.3

女性20歳代 226 11.9 16.8 13.3 52.2 5.8

女性30歳代 207 16.9 20.3 18.4 42.0 2.4

女性40歳代 287 18.5 29.6 16.4 33.1 2.4

女性50歳代 272 16.5 23.5 19.9 39.0 1.1

女性60～64歳 126 16.7 21.4 25.4 35.7 0.8

女性65～69歳 117 16.2 25.6 23.1 31.6 3.4

女性70～74歳 115 10.4 29.6 33.9 25.2 0.9

女性75歳以上 137 8.8 24.1 36.5 27.0 3.6

男性15・16・17歳 44 29.5 9.1 20.5 36.4 4.5

男性18・19歳 39 20.5 30.8 15.4 33.3 0.0

男性20歳代 140 16.4 21.4 13.6 42.9 5.7

男性30歳代 143 20.3 21.0 13.3 42.0 3.5

男性40歳代 201 18.9 19.4 24.4 34.8 2.5

男性50歳代 212 18.4 23.6 24.5 32.5 0.9

男性60～64歳 84 17.9 16.7 28.6 34.5 2.4

男性65～69歳 88 17.0 28.4 25.0 28.4 1.1

男性70～74歳 99 17.2 22.2 29.3 26.3 5.1

男性75歳以上 130 6.9 34.6 29.2 25.4 3.8

(     )・無回答 20 5.0 20.0 35.0 25.0 15.0

東部A 177 14.7 26.0 23.7 31.6 4.0

東部B（田主丸） 150 14.0 22.0 27.3 32.0 4.7

北部A 269 16.7 20.8 20.4 37.9 4.1

北部B（北野） 135 14.1 28.1 22.2 34.1 1.5

中央東部 333 20.4 23.1 20.4 33.6 2.4

南東部 254 14.6 24.0 19.7 39.0 2.8

中央部 397 14.6 23.9 24.7 34.8 2.0

中央南部 440 17.5 25.5 20.5 35.2 1.4

南西部 256 19.5 17.2 23.4 36.3 3.5

西部A（城島） 116 16.4 22.4 18.1 38.8 4.3

西部B（三潴） 156 12.2 20.5 19.9 44.9 2.6

わからない・無回答 80 7.5 25.0 23.8 37.5 6.3

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体

食料の備蓄状況

性

別

・

年

齢

別

ブ
ロ
ッ

ク
別
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         Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（７）家庭
か て い

での災害
さ い が い

対策
た い さ く

 

問
と い

37 あなたのご家庭
か て い

では、地震
じ し ん

や水害
す いがい

などの災害
さ い が い

に備
そ な

え、次
つ ぎ

にあげるような対策
た い さ く

をとっていますか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

最も回答が多かったのは、「地震・水害などに対応した保険の加入」は 34.8％で最も多く、次いで「家族との連絡方法の確認」

29.6％、「非常持ち出し袋の用意」26.5％、「災害に関する情報入手方法の確保」16.3％、「建物の耐震化」13.8％だった。 

【経年比較】 

「地震・水害などに対応した保険の加入」が 34.8％で、令和 3 年度調査と比較すると 12.2 ポイント減少した。  

 

 

【性別】 「地震・水害などに対応した保険の加入」の割合は、女性が 35.6％、男性が 33.9％と女性が男性よりも 1.7 ポイン

ト高い。    

【年齢別】 「地震・水害などに対応した保険の加入」の割合は、「65～69 歳」が最も高く 53.4％。次いで「70～74 歳」が

46.0％と 4 割を超えている。 

【性別・年齢別】「地震・水害などに対応した保険の加入」の割合は、「男性 65～69 歳」が 55.7％と最も高く、次いで「男性

70～74 歳」が 52.5％。 

【ブロック別】「地震・水害などに対応した保険の加入」の割合は、「東部 B（田主丸）」が 52.0％と最も高く、唯一 5 割を超

えている。 

【家族構成別】 「特に何もしていない」の割合は、「単身」が 40.8%と最も高い。 

【同居家族別】「地震・水害などに対応した保険の加入」の割合は、「小学生がいる」世帯が 41.3％と最も高く、次いで「65 歳

以上の人がいる」世帯が 39.5％、「就学前の子どもがいる」世帯が 35.5％だった。   

【職業別】 「地震・水害などに対応した保険の加入」の割合は、「その他就業者」が 45.9％と最も高く、次いで「無職」が

38.9％。 

34.8 

29.6 

26.5 

16.3 

13.8 

13.5 

1.2 

29.1 

3.2 

47.0 

33.4 

26.5 

21.1 

13.1 

0.7 

24.4 

1.1 

30.4 

26.3 

19.5 

14.4 

10.1 

0.8 

37.9 

1.1 

 0%  10%  20%  30%  40%  50%

地震・水害などに対応した保険の加入

家族との連絡方法の確認

非常持ち出し袋の用意

災害に関する情報入手方法の確保

建物の耐震化

家具や冷蔵庫などの転倒防止

その他

特に何もしていない

無回答

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

平成29年度調査

(n=1,765)
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

                                          (％) 

非
常
持
ち
出
し
袋
の

用
意

家
族
と
の
連
絡
方
法
の

確
認

地
震
・
水
害
な
ど
に

対
応
し
た
保
険
の
加
入

建
物
の
耐
震
化

家
具
や
冷
蔵
庫
な
ど
の

転
倒
防
止

災
害
に
関
す
る
情
報

入
手
方
法
の
確
保

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

2,763 731 819 961 380 373 449 32 805 89

26.5 29.6 34.8 13.8 13.5 16.3 1.2 29.1 3.2

女性 1,566 28.0 29.6 35.6 13.8 13.7 15.8 1.1 28.4 3.1

男性 1,180 24.5 29.7 33.9 13.7 13.1 16.9 1.2 30.2 3.2

（　　） 6 33.3 16.7 16.7 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 16.7

無回答 11 18.2 36.4 27.3 18.2 27.3 0.0 0.0 27.3 9.1

15・16・17歳 91 27.5 33.0 28.6 14.3 14.3 13.2 1.1 26.4 3.3

18・19歳 70 17.1 31.4 18.6 11.4 14.3 11.4 1.4 37.1 1.4

20歳代 368 19.3 26.1 20.9 12.2 14.1 14.1 0.8 37.2 5.7

30歳代 351 25.9 24.5 26.2 14.0 10.5 16.2 0.9 31.1 4.8

40歳代 489 30.3 30.9 36.2 16.4 12.7 15.5 1.4 24.9 3.5

50歳代 486 29.0 30.2 38.1 13.2 13.8 18.3 1.6 28.4 0.8

60～64歳 210 23.3 25.7 34.8 10.5 10.5 20.0 1.9 34.8 1.4

65～69歳 206 26.2 31.1 53.4 11.7 21.8 18.4 0.0 21.4 1.0

70～74歳 215 29.8 35.3 46.0 17.7 14.4 16.7 0.5 23.7 4.2

75歳以上 272 27.9 33.8 39.7 13.6 12.1 14.0 1.5 29.8 3.7

無回答 5 0.0 20.0 20.0 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 40.0

女性15・16・17歳 46 28.3 32.6 23.9 13.0 10.9 6.5 2.2 30.4 2.2

女性18・19歳 30 10.0 20.0 23.3 16.7 10.0 6.7 3.3 53.3 3.3

女性20歳代 226 19.9 26.1 23.0 11.1 13.7 13.7 0.4 38.9 5.3

女性30歳代 207 31.9 23.7 28.0 14.0 14.0 16.4 1.0 25.6 4.3

女性40歳代 287 31.4 30.7 36.6 16.7 13.2 17.1 1.4 25.4 3.1

女性50歳代 272 28.7 30.5 40.8 13.6 15.1 15.1 1.8 26.8 0.7

女性60～64歳 126 24.6 29.4 37.3 11.9 11.1 20.6 0.8 31.7 1.6

女性65～69歳 117 30.8 35.9 52.1 12.0 23.1 17.1 0.0 17.1 1.7

女性70～74歳 115 29.6 40.0 40.9 20.9 10.4 18.3 0.0 21.7 4.3

女性75歳以上 137 30.7 28.5 41.6 9.5 10.2 14.6 2.2 30.7 3.6

男性15・16・17歳 44 27.3 34.1 34.1 15.9 18.2 20.5 0.0 22.7 2.3

男性18・19歳 39 20.5 41.0 15.4 7.7 15.4 12.8 0.0 25.6 0.0

男性20歳代 140 17.9 26.4 17.9 14.3 15.0 14.3 1.4 35.0 6.4

男性30歳代 143 17.5 25.9 23.8 14.0 5.6 16.1 0.7 38.5 5.6

男性40歳代 201 28.4 30.8 35.8 15.4 11.9 13.4 1.5 24.4 4.0

男性50歳代 212 29.2 29.2 34.4 12.7 11.3 22.6 1.4 30.7 0.9

男性60～64歳 84 21.4 20.2 31.0 8.3 9.5 19.0 3.6 39.3 1.2

男性65～69歳 88 20.5 25.0 55.7 11.4 20.5 20.5 0.0 26.1 0.0

男性70～74歳 99 30.3 30.3 52.5 14.1 19.2 15.2 1.0 25.3 4.0

男性75歳以上 130 26.2 40.0 36.9 17.7 13.8 13.8 0.8 28.5 3.8

(     )・無回答 20 20.0 25.0 25.0 10.0 25.0 15.0 0.0 25.0 15.0

東部A 177 27.7 28.2 39.0 15.8 14.1 16.9 0.6 26.0 4.0

東部B（田主丸） 150 30.0 32.0 52.0 12.0 14.0 22.7 2.7 22.0 2.7

北部A 269 28.6 26.0 27.5 8.9 12.3 15.6 1.5 33.8 5.6

北部B（北野） 135 26.7 23.0 38.5 17.0 11.9 20.7 1.5 24.4 2.2

中央東部 333 27.3 31.8 37.8 16.5 17.1 18.0 1.2 24.6 2.4

南東部 254 20.9 32.3 31.1 13.0 7.9 14.6 0.8 35.4 3.1

中央部 397 29.0 31.0 34.0 13.4 16.6 16.1 1.5 29.0 2.3

中央南部 440 28.6 30.2 31.6 14.3 14.8 15.5 1.1 30.5 2.0

南西部 256 23.0 29.3 37.9 13.7 11.7 13.7 0.4 28.5 3.1

西部A（城島） 116 24.1 27.6 31.0 10.3 10.3 15.5 0.9 34.5 5.2

西部B（三潴） 156 22.4 30.1 39.7 17.9 10.3 14.7 0.6 25.0 3.8

わからない・無回答 80 21.3 27.5 17.5 10.0 15.0 12.5 1.3 36.3 7.5

単身 358 22.6 22.9 25.4 6.1 9.5 14.5 1.7 40.8 4.2

夫婦・パートナーのみ 632 28.8 31.8 39.7 14.2 15.7 18.5 0.6 25.5 1.7

親・子（２世代） 1,455 28.2 30.6 35.4 15.2 13.8 15.7 1.1 27.6 3.6

親・子・孫（３世代） 219 17.4 27.4 36.1 16.4 14.2 16.9 1.8 29.2 1.8

その他 84 21.4 31.0 25.0 11.9 8.3 16.7 1.2 36.9 2.4

無回答 15 13.3 33.3 26.7 6.7 6.7 6.7 6.7 13.3 33.3

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 27.2 24.3 35.5 20.3 11.0 16.6 2.0 23.6 6.0

世帯の中に小学生がいる 339 28.9 28.9 41.3 23.0 12.7 19.2 1.2 22.1 4.4

世帯の中に中学生がいる 290 33.4 36.6 34.8 18.6 17.2 17.2 2.4 22.1 2.1

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる（本人を含みます）
337 29.4 34.7 34.4 17.5 11.6 11.6 0.9 30.0 1.5

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 24.2 30.1 39.5 13.1 16.3 17.1 1.1 28.6 2.5

世帯の中に障害者手帳を持っている人がい

る（本人を含みます）
305 21.6 38.0 34.4 10.5 13.8 16.7 0.7 30.8 2.3

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 25.9 28.9 30.8 10.7 12.5 15.9 1.3 31.9 2.7

無回答 43 23.3 20.9 27.9 2.3 14.0 7.0 0.0 37.2 20.9

正規雇用者  （会社員・役員、公務員など） 1,028 26.7 27.8 32.1 15.5 10.8 16.4 0.8 29.9 3.1

非正規雇用者 （派遣・契約社員、

嘱託社員、アルバイト、

パートタイマーなど）

548 23.9 29.9 33.8 10.8 14.4 14.6 1.6 30.7 3.3

その他就業者  （会社経営者、自営業者、

家族従業者、農業従事者など）
233 30.0 27.9 45.9 12.4 11.6 21.0 2.1 24.9 3.0

内職・在宅就業 15 0.0 26.7 33.3 13.3 0.0 6.7 0.0 60.0 0.0

無職（専業主婦（主夫）、

年金生活者、失業中の方など）
681 30.1 32.0 38.9 14.1 17.8 16.9 1.2 26.4 3.7

学生  （大学生、専門学生、

高校生など）
210 20.5 32.9 25.7 12.9 13.8 13.8 1.0 31.4 2.4

その他 38 15.8 28.9 34.2 18.4 13.2 10.5 0.0 36.8 0.0

無回答 10 20.0 20.0 20.0 10.0 10.0 20.0 0.0 30.0 20.0

家

族

構

成

別

同

居

家

族

別

職

業

別

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体

性

別

・

年

齢

別

ブ
ロ
ッ

ク
別

地震や水害等への対策状況



161 

 Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（８）地域
ち い き

の自主
じ し ゅ

防災
ぼ う さ い

組織
そ し き

の活動
か つ ど う

の状況
じょうきょう

 

問
と い

38 あなたのお住
す

まいの地域
ち い き

では、校区
こ う く

コミュニティ組織
そ し き

などを母体
ぼ た い

とした自主
じ し ゅ

防災
ぼ う さ い

組織
そ し き

の活動
か つ ど う

が行
おこな

われていますか？  

（あてはまる番号
ば ん ご う

1 つだけ） 

「わからない」の割合は 75.9％と最も高く、次いで「行われている」14.8％、「行われていない」6.8％だった。 

 

 

 

【性別】「行われている」の割合は、「男性」が 17.1％、「女性」が 12.9％、「男性」が「女性」より 4.2 ポイント高い。 

【年齢別】 「行われている」の割合は、「75 歳以上」が最も高く 26.8％。次いで「65～69 歳」が 24.3％、「70～74 歳」が

24.2％と 2 割を超えている。一方で、「20 歳代」が 7.1％と最も低い。 

【性別・年齢別】「行われている」の割合は、「男性 75 歳以上」が 32.3％と最も高く、次いで「女性 70～74 歳」が 27.8％と

なっている。 

【ブロック別】 「行われている」の割合は、「東部 B（田主丸）」が 27.3％と最も高く、次いで「東部 A」が 23.2％。また「わ

からない」は「中央東部」が最も高く 79.9％、次いで「中央部」が 79.6％だった. 

【家族構成別】 「行われている」の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 19.0％、次いで「親・子・孫」が 16.9％だった。一方

で、「行われていない」の割合も、「夫婦・パートナーのみ」が 9.8％で最も高い結果となった。 

【同居家族別】 「行われている」の割合は、「65 歳以上の人がいる」世帯が 21.6％と最も高く、次いで「障害者手帳を持って

いる人がいる」世帯が 17.0％。一方で、「行われていない」の割合は、「65 歳以上の人がいる」世帯が 9.0％と最も高い。 

【職業別】「行われている」の割合は、「その他就業者」が 21.0％と最も高く、次いで「内職・在宅就業」が 20.0％だった。ま

た、「わからない」の割合は、「学生」が 81.9％と最も高く、次いで「内職・在宅就業」が 80.0％、「正規雇用者」が 79.6％

と続いた。 

【自治会加入別】 「行われている」の割合は、「加入している」が 18.0％、「加入していない」が 6.4％である。 

行われている

14.8％

行われていない

6.8％

わからない

75.9％

無回答

(n=2,763) 

令和 7 年度調査 
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

  

(％)                                                   (％) 

 
行

わ

れ

て

い

る

行

わ

れ

て

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

単身 358 10.3 5.9 81.0 2.8

夫婦・パートナーのみ 632 19.0 9.8 69.5 1.7

親・子（２世代） 1,455 13.7 5.9 77.7 2.7

親・子・孫（３世代） 219 16.9 6.4 75.8 0.9

その他 84 13.1 6.0 78.6 2.4

無回答 15 26.7 0.0 40.0 33.3

世帯の中に就学前の子どもがいる 301 10.3 4.3 80.4 5.0

世帯の中に小学生がいる 339 12.7 4.4 79.6 3.2

世帯の中に中学生がいる 290 16.6 4.8 77.2 1.4

世帯の中に上記以外の18歳未満の子どもが

いる（本人を含みます）
337 14.8 5.9 78.0 1.2

世帯の中に65歳以上の人がいる 923 21.6 9.0 67.9 1.5

世帯の中に障害者手帳を持っている人が

いる（本人を含みます）
305 17.0 6.9 75.4 0.7

世帯に上記にあてはまる人はいない 952 10.8 6.3 80.5 2.4

無回答 43 18.6 7.0 55.8 18.6

正規雇用者  （会社員・役員、公務員など） 1,028 11.7 6.0 79.6 2.7

非正規雇用者 （派遣・契約社員、嘱託社員、

アルバイト、パートタイマーなど）
548 13.3 5.8 78.5 2.4

その他就業者  （会社経営者、自営業者、

家族従業者、農業従事者など）
233 21.0 7.7 69.1 2.1

内職・在宅就業 15 20.0 0.0 80.0 0.0

無職（専業主婦（主夫）、年金生活者、

失業中の方など）
681 19.4 8.7 69.3 2.6

学生  （大学生、専門学生、高校生など） 210 10.5 5.7 81.9 1.9

その他 38 15.8 7.9 76.3 0.0

無回答 10 30.0 20.0 40.0 10.0

加入している 2,055 18.0 7.1 73.1 1.8

加入していない 360 6.4 8.1 82.2 3.3

わからない 335 4.5 4.2 87.8 3.6

無回答 13 7.7 0.0 38.5 53.8

家

族

構

成

別

同

居

家

族

別

職

業

別

自

治

会

加

入

別

回

答

者

数

自主防災組織の活動状況

行

わ

れ

て

い

る

行

わ

れ

て

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

2,763 408 188 2,098 69

100.0 14.8 6.8 75.9 2.5

女性 1,566 12.9 6.1 78.5 2.5

男性 1,180 17.1 7.8 72.8 2.3

（　　） 6 16.7 0.0 66.7 16.7

無回答 11 27.3 9.1 45.5 18.2

15・16・17歳 91 11.0 7.7 78.0 3.3

18・19歳 70 12.9 4.3 81.4 1.4

20歳代 368 7.1 3.8 83.4 5.7

30歳代 351 8.0 5.1 84.3 2.6

40歳代 489 12.3 4.7 80.6 2.5

50歳代 486 13.2 6.2 79.8 0.8

60～64歳 210 16.7 6.2 75.7 1.4

65～69歳 206 24.3 7.3 67.5 1.0

70～74歳 215 24.2 14.4 58.6 2.8

75歳以上 272 26.8 12.5 58.1 2.6

無回答 5 20.0 0.0 60.0 20.0

女性15・16・17歳 46 10.9 10.9 76.1 2.2

女性18・19歳 30 13.3 3.3 80.0 3.3

女性20歳代 226 6.6 4.0 83.6 5.8

女性30歳代 207 4.8 4.8 88.4 1.9

女性40歳代 287 12.2 2.8 82.6 2.4

女性50歳代 272 9.9 5.9 83.1 1.1

女性60～64歳 126 15.1 4.0 79.4 1.6

女性65～69歳 117 21.4 7.7 69.2 1.7

女性70～74歳 115 27.8 14.8 54.8 2.6

女性75歳以上 137 21.2 10.9 65.7 2.2

男性15・16・17歳 44 11.4 4.5 81.8 2.3

男性18・19歳 39 10.3 5.1 84.6 0.0

男性20歳代 140 7.9 3.6 82.9 5.7

男性30歳代 143 12.6 5.6 78.3 3.5

男性40歳代 201 12.4 7.5 77.6 2.5

男性50歳代 212 17.5 6.6 75.5 0.5

男性60～64歳 84 19.0 9.5 70.2 1.2

男性65～69歳 88 27.3 6.8 65.9 0.0

男性70～74歳 99 20.2 14.1 62.6 3.0

男性75歳以上 130 32.3 13.8 51.5 2.3

(     )・無回答 20 25.0 5.0 55.0 15.0

東部A 177 23.2 6.2 67.2 3.4

東部B（田主丸） 150 27.3 9.3 60.7 2.7

北部A 269 15.6 5.9 74.0 4.5

北部B（北野） 135 23.0 5.2 71.1 0.7

中央東部 333 13.8 4.5 79.9 1.8

南東部 254 9.4 9.4 78.3 2.8

中央部 397 10.3 7.6 79.6 2.5

中央南部 440 13.9 5.9 79.1 1.1

南西部 256 14.5 7.4 75.0 3.1

西部A（城島） 116 14.7 8.6 74.1 2.6

西部B（三潴） 156 15.4 5.8 76.9 1.9

わからない・無回答 80 3.8 8.8 82.5 5.0

自主防災組織の活動状況

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体

性

別

・

年

齢

別

ブ
ロ
ッ

ク
別



163 

                                             Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（９）避難
ひ な ん

情報
じょうほう

の取得
し ゅ と く

 

問
と い

39 あなたは避難
ひ な ん

情報
じょうほう

（高齢者
こ う れ い し ゃ

等
と う

避難
ひ な ん

、避難
ひ な ん

指示
し じ

）をどのように取得
し ゅ と く

していますか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

「緊急速報メール（エリアメール）」は 70.8％で最も高く、次いで「テレビ（ｄボタン広報誌含む）」54.9％、「市の公式 LINE」

22.4％、「家族や職場の人からの声掛け」15.2％、「市のホームページ」12.5％だった。

 

 

 

【性別】「市の公式 LINE」の割合は「女性」が 26.2％、「男性」が 17.5％で、「女性」が「男性」よりも 8.7 ポイント高い。 

一方で、「消防団車両による広報」は「男性」が 8.1％、「女性」が 4.5％で、「男性」が「女性」より 3.6 ポイント高かった。 

【年齢別】 「家族や職場の人からの声掛け」の割合は、「15～17 歳」が最も高く 25.3％。次いで「18・19 歳」が 21.4％、「20

歳代」が 20.9％と 2 割を超えた。「テレビ（ｄボタン広報誌含む）」の割合は、『65 歳以上』で 6 割を超えている。  

【ブロック別】 「消防団車両による広報」の割合は、「西部 A（城島）」が 22.4％と最も高く、「自主防災組織、近隣住民によ

る声掛け」は、「北部 B（北野）」が 14.1％と最も高い。 

  

70.8 

54.9 

22.4 

15.2 

12.5 

9.3 

6.0 

5.0 

4.6 

4.6 

6.0 

3.0 

 0%  20%  40%  60%  80%

緊急速報メール（エリアメール）

テレビ（ｄボタン広報誌含む）

市の公式LINE

家族や職場の人からの声掛け

市のホームページ

福岡県防災メール・アプリまもるくん

消防団車両による広報

自主防災組織、近隣住民による声掛け

緊急告知防災ラジオ（ドリームスFM放送）

市の避難情報配信サービス（登録制）

避難情報は知らない

無回答
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（９）避難
ひ な ん

情報
じょうほう

の取得
し ゅ と く

 

                                                                                            (％)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
▷ 担当課：総務部 防災対策課 

▷ テーマ：安全・安心なまちづくりについて・セーフコミュニティ 

▷ 調査の目的：毎年のように水害が続く中、防災対策課では「自助・共助」の取組が重要との認識のもと、様々な機会を捉え、防災意

識の向上に取組んでいます。市民の皆さんの防災に対する関心や日頃の備えなど状況を把握し、安全安心なまちづくりを実現するため

の基礎資料として、調査をいたしました。 

▷ 調査結果について：久留米市では、平成３０年以降、毎年のように大規模な水害が発生し、特に令和５年７月大雨では家屋被害

3,000 棟を超える甚大な被害が発生しました。一方、令和６年、令和７年は大きな災害は発生していないという状況が続いておりま

す。 

連続した水害が起こる前の平成２９年度調査と、連続した水害が起きている最中の令和３年度調査、２年連続大きな災害が発生して

いない今年度の調査を比較しますと、多くの設問で防災に対する関心が、直近の災害の有無に影響されることが見てとれました。 

 また、今年度の調査結果をブロック別に見てみますと、東部Ｂ（田主丸）ブロックが「水・食料を３日分以上備蓄している」割合、

「地震・水害などに対応した保険の加入」の割合などで、最も高い割合となっています。これは令和５年の水害で特に田主丸地域の被

害が多かったため、災害への備えの意識が高く保たれているものと思われます。 

 また『設問３９「避難情報の取得手段」』については、携帯電話で受信する「緊急速報メール」の割合が最も高く、「テレビ」が２番

目となっています。有効な情報伝達手段を検討していくためにも、今後も継続して調査していきたいと思います。 

 今回の調査では、災害が発生しなければ防災に対する関心も下がっていくことが感じ取れました。しかしながら、災害は今後も必ず

発生します。市民の皆さまの防災意識の向上に引き続き取組んでまいります。 

調査結果を受けての担当課所感 

テ
レ
ビ

（

ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
含
む
）

緊
急
速
報
メ
ー

ル

（

エ
リ
ア
メ
ー

ル
）

緊
急
告
知
防
災
ラ
ジ
オ

（

ド
リ
ー

ム
ス
F
M
放
送
）

市
の
避
難
情
報
配
信
サ
ー

ビ
ス
（

登
録
制
）

福
岡
県
防
災
メ
ー

ル
・
ア
プ
リ
ま
も
る
く
ん

市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

市
の
公
式
L
I
N
E

消
防
団
車
両
に
よ
る
広
報

自
主
防
災
組
織
、

近
隣
住
民
に
よ
る
声
掛
け

家
族
や
職
場
の
人
か
ら
の
声
掛
け

避
難
情
報
は
知
ら
な
い

無
回
答

2,763 1,957 1,517 618 421 346 258 167 139 126 127 166 82

54.9 70.8 4.6 4.6 9.3 12.5 22.4 6.0 5.0 15.2 6.0 3.0

女性 1,566 55.3 71.8 4.0 4.5 9.6 13.2 26.2 4.5 4.9 15.3 5.0 2.9

男性 1,180 54.5 69.8 5.3 4.6 9.1 11.8 17.5 8.1 5.3 15.3 7.3 2.8

（　　） 6 50.0 66.7 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 16.7 16.7

無回答 11 45.5 36.4 18.2 9.1 9.1 9.1 0.0 9.1 9.1 9.1 9.1 18.2

15・16・17歳 91 57.1 78.0 4.4 3.3 5.5 11.0 8.8 3.3 1.1 25.3 2.2 3.3

18・19歳 70 58.6 71.4 1.4 0.0 4.3 4.3 11.4 2.9 1.4 21.4 7.1 1.4

20歳代 368 47.3 55.2 3.5 2.2 3.3 8.7 17.1 4.3 3.3 20.9 8.7 5.7

30歳代 351 48.1 73.2 1.4 5.1 7.4 13.1 29.6 2.0 2.6 17.7 8.0 2.6

40歳代 489 50.3 75.5 4.7 4.7 10.4 11.7 25.4 4.3 4.1 11.7 7.0 3.1

50歳代 486 53.3 77.2 3.5 3.9 14.6 14.2 25.3 4.1 3.7 16.3 3.7 1.6

60～64歳 210 52.9 74.8 3.3 5.2 12.4 18.1 23.3 4.8 5.2 11.4 7.6 1.4

65～69歳 206 64.1 78.2 6.3 5.8 11.2 17.0 21.4 14.1 7.3 11.7 4.9 1.0

70～74歳 215 69.8 68.8 8.4 4.7 7.4 12.6 19.5 8.4 10.2 7.4 3.7 2.8

75歳以上 272 66.5 59.9 8.8 8.1 9.2 10.3 18.8 15.1 11.0 16.2 4.8 4.4

無回答 5 40.0 60.0 20.0 20.0 0.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0

東部A 177 53.1 65.5 6.8 5.6 10.2 10.2 22.0 11.3 10.7 15.8 4.5 5.6

東部B（田主丸） 150 61.3 71.3 4.7 7.3 13.3 13.3 23.3 11.3 11.3 20.0 2.7 2.7

北部A 269 50.2 68.0 4.1 5.2 9.7 11.9 22.3 3.3 2.6 16.4 8.2 4.5

北部B（北野） 135 47.4 75.6 6.7 8.1 8.1 11.1 22.2 8.1 14.1 21.5 6.7 0.7

中央東部 333 58.3 76.9 6.0 5.1 9.3 13.8 26.7 3.3 2.4 12.3 3.6 1.5

南東部 254 54.3 72.8 4.3 4.3 5.5 10.6 24.4 5.1 4.7 15.0 6.7 3.1

中央部 397 60.2 71.8 4.0 4.3 10.3 15.1 21.7 5.8 3.3 13.9 4.0 2.8

中央南部 440 51.6 70.7 3.2 4.1 9.3 11.1 23.4 1.6 2.5 14.8 7.0 2.3

南西部 256 60.5 73.4 3.9 3.1 12.1 14.5 23.0 3.9 4.3 17.2 5.9 3.5

西部A（城島） 116 54.3 67.2 5.2 5.2 8.6 16.4 15.5 22.4 9.5 12.1 8.6 2.6

西部B（三潴） 156 52.6 68.6 3.8 1.3 7.7 12.8 17.9 12.8 6.4 14.1 7.7 2.6

わからない・無回答 80 42.5 48.8 5.0 2.5 3.8 3.8 11.3 0.0 1.3 13.8 12.5 6.3

避難情報の取得状況

ブ
ロ
ッ

ク
別

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１０）防災
ぼ う さ い

のための地域
ち い き

で助
た す

け合
あ

う取
と

り組
く

み 

問
と い

40 あなたは、災害
さ い が い

などの非常時
ひ じ ょ う じ

に備
そ な

えた、地域
ち い き

で助
た す

け合
あ

うための取
と

り組
く

みについてどう思
お も

いますか？                     

（あてはまる番号
ば ん ご う

1 つだけ） 

「充実していると思わないが、必要だと思う」が 63.5％と最も高く、「充実していると思う」は 2.8％、「どちらかといえば充実している

と思う」27.3％を合わせた『充実している』は 30.1％だった。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 「充実していると思わないが、必要だと思う」の割合は、「女性」が 64.9％、「男性」が 61.6％で「女性」が「男性」より 3.3 ポ

イント高い。 

【年齢別】 「充実していると思わないが、必要だと思う」の割合は、「60～64 歳」が最も高く 73.8％。次いで「50 歳代」が 68.7％、

「70～74 歳」が 67.4％。『充実していると思う』の割合は、「18・19 歳」が 50.0%で最も高く、次いで「15・16・17 歳」が

46.2%だった。   

【性別・年齢別】『充実している』の割合は、「男性 18・19 歳」が 56.4%で最も高く、次いで「男性 15・16・17 歳」が 50.0%だっ

た。  

【ブロック別】『充実していると思う』の割合は、「北部 B（北野）」が 40.0％と最も高く、次いで「東部 A」が 37.9％、「西部 A（城

島」が 35.3％だった。 

【家族構成別】『充実していると思う』の割合は、「親・子・孫」が 44.8％と最も高く、次いで「単身」が 31.6％だった。 

【同居家族別】「充実していると思わないが、必要だと思う」の割合は、「65 歳以上の人がいる」世帯が 64.0％と最も高く、次いで「上

記にあてはまる人はいない」世帯が 63.9％、「中学生がいる」世帯が 63.1％だった。 

【職業別】「充実していると思わないが、必要だと思う」の割合は、「その他」が 71.1％と最も高く、次いで「内職・在宅就業」が

66.7％、「非正規雇用者」が 65.3％だった。「学生」以外の就業形態の層で 6 割を超えている。 

  

『充実している』 『充実していない』 

30.1 66.6 

※取り組み
と     く

の例
れい

 

＊見守り訪問活動 

日頃の声かけや安否確認、孤立防止、住民同士のつながりづくりなどを目的とした定期的な見守り活動のことです。 

＊避難行動要支援者名簿 

在宅の人で災害時の避難行動に支援が必要な人が登録するもので、行政と地域とで情報共有し、日頃の声かけや避難情報

の伝達、安否確認などに役立てる名簿です。 

＊図上訓練 

地域の支援者が集まり、避難行動要支援者の把握や情報共有を行い必要な支援体制を考える、地図上で行う避難訓練のこ

とです。 

＊災害時マイプラン 

避難行動要支援者や地域の支援者、福祉専門職などが連携し、避難の方法や避難場所、支援者の役割などを個別具体的に

定めた避難計画のことです。 

 

2.8 27.3 63.5 3.1 3.4 

0% 40% 80%

令和7年度

（n=2,763）

充実していると思う どちらかといえば充実していると思う
充実していると思わないが、必要だと思う 充実していると思わないし、必要だと思わない
無回答
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１０）防災
ぼ う さ い

のための地域
ち い き

で助
た す

け合
あ

う取
と

り組
く

み    

                                                                                                       (％) 

  

                                  

充
実
し
て
い
る
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

充
実
し
て
い
る
と
思
う

充
実
し
て
い
る
と
思
わ
な
い
が
、

必
要
だ
と
思
う

充
実
し
て
い
る
と
思
わ
な
い
し
、

必
要
だ
と
思
わ
な
い

無
回
答

『

充
実
し
て
い
る
と
思
う
』

『

充
実
し
て
い
る
と
思
わ
な
い
』

2,763 76 754 1,754 86 93 830 1,840

100.0 2.8 27.3 63.5 3.1 3.4 30.1 66.6

女性 1,566 2.3 27.3 64.9 2.3 3.3 29.6 67.2

男性 1,180 3.4 27.5 61.6 4.2 3.3 30.9 65.8

（　　） 6 0.0 33.3 50.0 0.0 16.7 33.3 50.0

無回答 11 0.0 9.1 72.7 0.0 18.2 9.1 72.7

15・16・17歳 91 11.0 35.2 47.3 3.3 3.3 46.2 50.6

18・19歳 70 11.4 38.6 45.7 2.9 1.4 50.0 48.6

20歳代 368 3.5 30.4 57.3 1.6 7.1 33.9 58.9

30歳代 351 2.8 26.2 62.4 5.1 3.4 29.0 67.5

40歳代 489 1.8 26.8 63.2 5.1 3.1 28.6 68.3

50歳代 486 0.6 26.5 68.7 3.1 1.0 27.1 71.8

60～64歳 210 1.0 20.0 73.8 2.4 2.9 21.0 76.2

65～69歳 206 1.5 27.7 65.0 2.4 3.4 29.2 67.4

70～74歳 215 1.4 26.5 67.4 1.9 2.8 27.9 69.3

75歳以上 272 5.5 27.6 62.1 1.1 3.7 33.1 63.2

無回答 5 0.0 0.0 60.0 0.0 40.0 0.0 60.0

女性15・16・17歳 46 8.7 34.8 50.0 4.3 2.2 43.5 54.3

女性18・19歳 30 10.0 30.0 50.0 6.7 3.3 40.0 56.7

女性20歳代 226 3.5 30.1 59.3 0.9 6.2 33.6 60.2

女性30歳代 207 2.4 28.0 63.8 3.4 2.4 30.4 67.2

女性40歳代 287 1.0 26.8 65.2 3.5 3.5 27.8 68.7

女性50歳代 272 1.1 28.3 67.3 2.2 1.1 29.4 69.5

女性60～64歳 126 0.0 21.4 74.6 0.8 3.2 21.4 75.4

女性65～69歳 117 0.9 25.6 66.7 2.6 4.3 26.5 69.3

女性70～74歳 115 1.7 28.7 66.1 0.9 2.6 30.4 67.0

女性75歳以上 137 5.1 23.4 67.2 1.5 2.9 28.5 68.7

男性15・16・17歳 44 13.6 36.4 45.5 2.3 2.3 50.0 47.8

男性18・19歳 39 12.8 43.6 43.6 0.0 0.0 56.4 43.6

男性20歳代 140 3.6 31.4 53.6 2.9 8.6 35.0 56.5

男性30歳代 143 3.5 23.8 60.1 7.7 4.9 27.3 67.8

男性40歳代 201 3.0 26.9 60.2 7.5 2.5 29.9 67.7

男性50歳代 212 0.0 24.1 70.8 4.2 0.9 24.1 75.0

男性60～64歳 84 2.4 17.9 72.6 4.8 2.4 20.3 77.4

男性65～69歳 88 2.3 30.7 62.5 2.3 2.3 33.0 64.8

男性70～74歳 99 1.0 24.2 68.7 3.0 3.0 25.2 71.7

男性75歳以上 130 6.2 32.3 56.9 0.8 3.8 38.5 57.7

(     )・無回答 20 0.0 15.0 65.0 0.0 20.0 15.0 65.0

東部A 177 5.1 32.8 54.8 2.8 4.5 37.9 57.6

東部B（田主丸） 150 2.0 31.3 62.0 0.7 4.0 33.3 62.7

北部A 269 3.0 28.6 59.9 4.5 4.1 31.6 64.4

北部B（北野） 135 3.0 37.0 55.6 3.7 0.7 40.0 59.3

中央東部 333 2.1 26.4 66.4 2.7 2.4 28.5 69.1

南東部 254 2.0 28.7 63.8 1.2 4.3 30.7 65.0

中央部 397 2.5 24.9 65.5 2.5 4.5 27.4 68.0

中央南部 440 1.4 23.6 69.1 3.9 2.0 25.0 73.0

南西部 256 3.1 26.6 62.1 5.1 3.1 29.7 67.2

西部A（城島） 116 6.9 28.4 59.5 1.7 3.4 35.3 61.2

西部B（三潴） 156 3.8 29.5 62.2 1.3 3.2 33.3 63.5

わからない・無回答 80 2.5 13.8 70.0 8.8 5.0 16.3 78.8

単身 358.0 3.9 27.7 60.1 4.7 3.6 31.6 64.8

夫婦・パートナーのみ 632.0 1.4 26.6 67.2 2.2 2.5 28.0 69.4

親・子（２世代） 1,455.0 2.5 26.3 64.1 3.4 3.7 28.8 67.5

親・子・孫（３世代） 219.0 6.4 38.4 53.0 1.4 0.9 44.8 54.4

その他（具体的に） 84.0 2.4 20.2 70.2 3.6 3.6 22.6 73.8

無回答 15.0 0.0 26.7 40.0 0.0 33.3 26.7 40.0

世帯の中に就学前の子どもがいる 301.0 3.0 28.9 59.5 2.3 6.3 31.9 61.8

世帯の中に小学生がいる 339.0 1.8 28.0 62.8 3.2 4.1 29.8 66.0

世帯の中に中学生がいる 290.0 2.4 28.6 63.1 4.1 1.7 31.0 67.2

世帯の中に上記以外の18歳未満の子

どもがいる（本人を含みます）
337.0 3.9 32.6 58.2 4.2 1.2 36.5 62.4

世帯の中に65歳以上の人がいる 923.0 2.8 28.0 64.0 2.7 2.5 30.8 66.7

世帯の中に障害者手帳を持っている

人がいる（本人を含みます）
305.0 3.3 31.1 60.3 3.3 2.0 34.4 63.6

世帯に上記にあてはまる人はいない 952.0 3.0 26.6 63.9 3.2 3.4 29.6 67.1

無回答 43.0 2.3 20.9 55.8 2.3 18.6 23.2 58.1

正規雇用者  （会社員・役員、

公務員など）
1,028.0 1.9 25.1 65.0 4.1 3.9 27.0 69.1

非正規雇用者 （派遣・契約社員、

嘱託社員、アルバイト、

パートタイマーなど）

548.0 2.7 27.2 65.3 1.8 2.9 29.9 67.1

その他就業者  （会社経営者、

自営業者、家族従業者、

農業従事者など）

233.0 0.9 27.9 63.9 3.4 3.9 28.8 67.3

内職・在宅就業 15.0 6.7 20.0 66.7 6.7 0.0 26.7 73.4

無職（専業主婦（主夫）、

年金生活者、失業中の方など）
681.0 2.5 27.8 64.3 2.5 2.9 30.3 66.8

学生  （大学生、専門学生、

高校生など）
210.0 8.6 39.5 47.6 2.4 1.9 48.1 50.0

その他 38.0 5.3 15.8 71.1 5.3 2.6 21.1 76.4

無回答 10.0 10.0 10.0 40.0 10.0 30.0 20.0 50.0

家

族

構

成

別

同

居

家

族

別

職

業

別

非常時における地域の助け合いへの取り組み

ブ

ロ

ッ

ク

別

年

齢

別

性

別

回

答

者

数

全体

性

別

・

年

齢

別
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１１）過去
か こ

1年間
ねんかん

のケガの状況
じょうきょう

 

問
と い

41 あなたや同居
ど う き ょ

の家族
か ぞ く

は、過去
か こ

1年間
ねんかん

（令和
れ い わ

6年
ねん

4月
が つ

以降
い こ う

）にケガをしましたか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

それぞれ 1 つずつ） 

 

「ケガはしてない」は 63.3％、「ケガをした」は 33.4％だった。 

 

 

(１２）ケガをした方
か た

の年代
ね ん だ い

 

問
と い

41付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

41 で選択肢
せ ん た く し

1．ケガをした と回答
か い と う

した方
か た

に】 

①ケガをした方
か た

の年代
ねんだい

（ケガをした時
と き

の年代
ねんだい

です） 

 

「ケガをした方の年代」の割合は、「50～59 歳」が 18.6％で最も高く、次いで「7～12 歳」と「75 歳以上」が 14.8％と 

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケガをした

33.4%

ケガはしてない

63.3%

無回答

3.3%

（n=923） 

（n=2,763） 

『ケガをした』 『ケガはしていない』 

33.4 63.3 

0～6歳

9.6% 7～12歳

14.8

13～15歳

10.0%

16～19歳

10.0%

20～29歳

10.5%
30～39歳

6.5%
40～49歳

14.6%

50～59歳

18.6%

60～64歳

7.5%

65～69歳

7.6%

70～74歳

9.9%

75歳以上

14.8%

未回答

0.7%
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37.2

9.7

7.4

5.8

5.6

4.4

3.9

3.7

1.9

1.8

0.9

0.2

0.2

9.7

7.4

28.9 

12.1 

12.7 

6.8 

7.5 

8.7 

5.6 

4.0 

3.4 

2.8 

0.6 

0.6 

0.0 

5.3 

0.9 

32.0 

11.7 

12.7 

12.7 

5.3 

6.7 

6.0 

2.7 

3.0 

3.0 

0.7 

0.3 

0.0 

0.0 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40%

転倒

接触・衝突

鋭利なものへの接触

重いものを持った

交通事故

熱いものに触れた

虫などにさされた・蛇などにかまれた

転落

挟まれた

物の落下

犬などにかまれた

暴行

異物を飲んだ

その他

無回答

令和7年度調査
(n=923)

令和3年度調査
(n=322)

平成26年度調査
(n=300)

            

 Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１３）ケガの原因
げ ん い ん

 

問
と い

41付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

41 で選択肢
せ ん た く し

1．ケガをした と回答
か い と う

した方
か た

に】 

②ケガの原因
げ ん い ん

は？（最
もっと

も近
ち か

いものを 1 つ選択
せ ん た く

） 

「転倒」が 37.2％と最も高く、次いで「接触・衝突」が 9.7％となっており、「転倒」が「接触・衝突」より 27.5 ポイント高い。 

 

【経年比較】「転倒」の割合は、令和 3 年度調査と比較すると 8.3 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ケガをした方の年代別】 「転倒」のケガの割合は、「75 歳以上」が最も高く 72.3％。次いで「0~6 歳」が 65.2％、「7～12 歳」が

53.3％といずれも 5 割を超えている。一方で、「20～29 歳」が 15.5％と最も低い結果となっている。  

                                                                                          (％)   

 
                                           ※令和 7 年度は回答者が最大 3 回の複数回答、回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計        

交

通

事

故

転

倒

転

落

接

触

・

衝

突

挟

ま

れ

た

物

の

落

下

熱

い

も

の

に

触

れ

た

鋭

利

な

も

の

へ

の

接

触

虫

な

ど

に

さ

さ

れ

た

・

蛇

な

ど

に

か

ま

れ

た

犬

な

ど

に

か

ま

れ

た

暴

行

異

物

を

飲

ん

だ

重

い

も

の

を

持

っ

た

そ

の

他

無

回

答

1,352 76 503 50 131 26 25 60 100 53 12 3 3 79 131 100

100.0 5.6 37.2 3.7 9.7 1.9 1.8 4.4 7.4 3.9 0.9 0.2 0.2 5.8 9.7 7.4

0～6歳 89 1.1 65.2 7.9 7.9 0.0 1.1 5.6 0.0 7.9 0.0 0.0 1.1 0.0 1.1 1.1

7～12歳 137 2.2 53.3 5.1 16.8 1.5 2.2 2.2 0.7 4.4 0.0 0.7 0.7 0.0 8.0 2.2

13～15歳 92 3.3 41.3 1.1 17.4 1.1 1.1 1.1 0.0 1.1 2.2 0.0 0.0 1.1 29.3 0.0

16～19歳 92 7.6 32.6 1.1 22.8 0.0 0.0 5.4 3.3 1.1 1.1 0.0 0.0 2.2 17.4 5.4

20～29歳 97 13.4 15.5 2.1 8.2 3.1 5.2 7.2 12.4 5.2 3.1 0.0 0.0 9.3 12.4 3.1

30～39歳 60 11.7 31.7 0.0 10.0 6.7 1.7 3.3 15.0 3.3 1.7 1.7 0.0 6.7 6.7 0.0

40～49歳 135 8.9 18.5 3.7 10.4 3.0 4.4 10.4 13.3 3.7 1.5 0.7 0.0 6.7 12.6 2.2

50～59歳 172 8.7 29.7 2.3 12.2 1.7 1.7 7.6 12.8 5.2 0.0 0.0 0.6 7.6 9.3 0.6

60～64歳 69 1.4 39.1 2.9 4.3 1.4 1.4 4.3 14.5 5.8 1.4 0.0 0.0 13.0 10.1 0.0

65～69歳 70 10.0 38.6 5.7 7.1 4.3 2.9 1.4 8.6 1.4 0.0 0.0 0.0 11.4 7.1 1.4

70～74歳 91 3.3 41.8 11.0 5.5 2.2 0.0 2.2 8.8 1.1 1.1 0.0 0.0 12.1 9.9 1.1

75歳以上 137 2.2 72.3 2.9 0.0 0.7 0.0 2.2 5.1 4.4 0.7 0.0 0.0 5.1 2.9 1.5

無回答 111 0.9 2.7 2.7 1.8 1.8 1.8 0.9 3.6 4.5 0.0 0.0 0.0 5.4 1.8 72.1

ケガの原因

回

答

数

①

ケ

ガ

を

し

た

方

の

年

代

（

ケ

ガ

を

し

た

時

の

年

代

で

す

）

全体

※令和７年度は回答者が最大３回の複数回答、回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計 

※令和 3 年度、平成 26 年度調査＝セーフコミュニティに関する実態調査 
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１４）ケガをしたときの状況
じょうきょう

 

問
と い

41付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

41 で選択肢
せ ん た く し

1．ケガをした と回答
か い と う

した方
か た

に】 

③ケガをしたときは何
なに

をしていましたか？ 

「仕事（通勤を含む）」が 17.2％と最も高く、次いで「家事（買い物を含む）」が 14.1％となっている。 

 

【経年比較】「学校での教育活動」の割合は、令和 3 年度調査と比較すると 9.5 ポイント高くなっている。また、「徒歩」の割合は 4.8

ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ケガをした方の年代別】 「徒歩」のケガの割合は、「75 歳以上」が最も高く 27.0％。「家事（買い物を含む）」では、「70～７４

歳」が 28.6%と最も高い。 

 (％) 

                                                                                                                                          

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和 7 年度は回答者が最大 3 回の複数回答、回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計       

仕

事

（

通

勤

を

含

む

）

学

校

で

の

教

育

活

動

（

通

学

を

含

む

）

食

事

家

事

（

買

い

物

を

含

む

）

運

動

・

ス

ポ

ー

ツ

徒

歩

入

浴

余

暇

活

動

（

趣

味

・

遊

び

な

ど

）

奉

仕

活

動

（

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

）

そ

の

他

無

回

答

1,352 232 158 24 190 163 140 16 177 13 111 128

100.0 17.2 11.7 1.8 14.1 12.1 10.4 1.2 13.1 1.0 8.2 9.5

0～6歳 89 0.0 30.3 1.1 7.9 3.4 7.9 1.1 37.1 0.0 10.1 1.1

7～12歳 137 2.2 46.7 2.2 0.7 17.5 3.6 0.0 21.9 0.0 4.4 0.7

13～15歳 92 1.1 33.7 2.2 0.0 46.7 1.1 0.0 7.6 0.0 4.3 3.3

16～19歳 92 7.6 28.3 2.2 2.2 37.0 3.3 2.2 8.7 1.1 4.3 3.3

20～29歳 97 37.1 3.1 1.0 12.4 9.3 8.2 2.1 14.4 0.0 9.3 3.1

30～39歳 60 31.7 0.0 3.3 18.3 11.7 8.3 3.3 13.3 1.7 8.3 0.0

40～49歳 135 31.9 2.2 3.7 20.7 5.2 8.9 2.2 8.9 1.5 11.1 3.7

50～59歳 172 33.7 0.0 1.7 25.0 11.0 7.6 0.0 10.5 0.6 8.7 1.2

60～64歳 69 26.1 1.4 2.9 18.8 4.3 13.0 1.4 13.0 5.8 8.7 4.3

65～69歳 70 31.4 0.0 0.0 18.6 5.7 24.3 0.0 7.1 1.4 10.0 1.4

70～74歳 91 9.9 1.1 0.0 28.6 4.4 22.0 0.0 11.0 1.1 15.4 6.6

75歳以上 137 11.7 0.7 2.2 21.2 3.6 27.0 1.5 13.1 0.0 11.7 7.3

無回答 111 0.0 0.9 0.0 4.5 0.9 2.7 2.7 4.5 1.8 0.9 81.1

ケガをしたときは何をしていましたか

回

答

数

全体

①

ケ

ガ

を

し

た

方

の

年

代

（

ケ

ガ

を

し

た

時

の

年

代

で

す

）

※令和７年度は回答者が最大３回の複数回答、回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計 

※令和 3 年度、平成 26 年度調査＝セーフコミュニティに関する実態調査 

17.2

14.1

13.1

12.1

11.7

10.4

1.8

1.2

1.0

8.2

9.5

30.4 

32.9 

10.6 

5.6 

2.2 

5.6 

1.6 

1.6 

2.8 

6.2 

0.6 

25.3 

19.7 

11.0 

9.7 

1.7 

4.3 

2.3 

2.0 

1.7 

18.3 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40%

仕事（通勤を含む）

家事（買い物を含む）

余暇活動（趣味・遊びなど）

運動・スポーツ

学校での教育活動（通学を含む）

徒歩

食事

入浴

奉仕活動（ボランティアなど）

その他

無回答

令和7年度調査
(n=923)

令和3年度調査
(n=322)

平成26年度調査
(n=300)
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                                 Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１５）ケガをした場所
ば し ょ

 

問
と い

41付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

41 で選択肢
せ ん た く し

1．ケガをした と回答
か い と う

した方
か た

に】 

④ケガをした場所
ば し ょ

はどこでしたか？ 

「ケガをした場所」の割合は、「道路・歩道」が 13.8％と最も高く、次いで「学校」が 11.8％となっている。 

【経年比較】「学校」の割合は、令和 3 年度調査と比較すると 10.6 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ケガをした方の年代別】「道路・歩道」のケガの割合は、「65～69 歳」が最も高く 25.7％。次いで「16～19 歳」が 21.7％、「20～

29 歳」が 20.6％となっている。                                      

                                                                                                 (%) 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                 ※令和 7 年度は回答者が最大 3 回の複数回答、回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計       

13.8 

11.8 

9.3 

8.5 

6.9 

6.1 

6.1 

4.1 

2.6 

1.7 

2.1 

2.6 

3.3 

3.6 

2.3 

2.3 

0.5 

5.0 

7.3 

17.7 

1.2 

10.9 

13.0 

16.1 

9.3 

2.2 

6.5 

2.2 

2.2 

1.2 

2.2 

2.2 

4.0 

4.0 

1.6 

0.3 

3.1 

0.0 

14.3 

2.0 

11.0 

11.0 

0.0 

0.0 

6.0 

8.3 

2.0 

2.3 

1.2 

0.0 

1.7 

23.3 

1.0 

1.3 

0.3 

11.0 

5.3 

0% 10% 20%

道路・歩道

学校

自宅の居間

勤務先

自宅の台所

自宅の庭

スポーツ施設

仕事先の現場

自宅の寝室

自宅の風呂

自宅の階段

自宅の玄関

公園

上記以外の自宅

農地・林地

商業・飲食・娯楽施設

駅・バス停

その他

無回答

令和7年度調査

(n=923)

令和3年度調査

(n=322)

平成26年度調査

(n=300)

※平成26年度調査は選択肢無し

※ 令和７年度は回答者が最大３回の複数回答、 

回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計 

 

※ 令和 3 年度、平成 26 年度調査は 

セーフコミュニティに関する実態調査 

自

宅

の

居

間

自

宅

の

寝

室

自

宅

の

風

呂

自

宅

の

階

段

自

宅

の

玄

関

自

宅

の

台

所

自

宅

の

庭

１

～

７

以

外

の

自

宅

学

校

勤

務

先

仕

事

先

の

現

場

農

地

・

林

地

公

園

駅

・

バ

ス

停

商

業

・

飲

食

・

娯

楽

施

設

ス

ポ

ー

ツ

施

設

道

路

・

歩

道

そ

の

他

無

回

答

126 35 23 29 35 93 83 49 159 115 56 31 45 7 31 82 186 68 99

9.3 2.6 1.7 2.1 2.6 6.9 6.1 3.6 11.8 8.5 4.1 2.3 3.3 0.5 2.3 6.1 13.8 5.0 7.3

0～6歳 89 15.7 3.4 1.1 2.2 2.2 2.2 9.0 4.5 22.5 0.0 0.0 2.2 14.6 0.0 3.4 0.0 4.5 11.2 1.1

7～12歳 137 6.6 1.5 2.9 0.7 2.2 0.0 3.6 3.6 40.9 0.0 0.0 0.0 5.8 0.7 1.5 6.6 18.2 4.4 0.7

13～15歳 92 1.1 6.5 0.0 0.0 2.2 2.2 1.1 3.3 46.7 0.0 0.0 0.0 8.7 1.1 1.1 15.2 6.5 3.3 1.1

16～19歳 92 5.4 2.2 2.2 0.0 0.0 1.1 1.1 2.2 37.0 5.4 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 13.0 21.7 2.2 3.3

20～29歳 97 9.3 2.1 1.0 4.1 0.0 6.2 2.1 1.0 2.1 18.6 10.3 0.0 3.1 1.0 1.0 7.2 20.6 7.2 3.1

30～39歳 60 8.3 0.0 1.7 3.3 1.7 13.3 3.3 1.7 1.7 20.0 10.0 0.0 3.3 0.0 6.7 5.0 16.7 3.3 0.0

40～49歳 135 11.1 1.5 1.5 3.7 2.2 12.6 3.7 4.4 2.2 20.0 8.1 0.7 1.5 1.5 3.7 4.4 11.9 3.7 1.5

50～59歳 172 10.5 2.9 0.6 2.9 2.3 11.0 3.5 3.5 0.0 16.3 9.3 5.2 0.0 1.2 1.7 8.7 13.4 6.4 0.6

60～64歳 69 8.7 1.4 1.4 4.3 4.3 7.2 8.7 4.3 0.0 13.0 7.2 0.0 4.3 0.0 8.7 8.7 7.2 7.2 2.9

65～69歳 70 7.1 1.4 0.0 0.0 2.9 8.6 8.6 1.4 0.0 14.3 4.3 8.6 1.4 0.0 4.3 2.9 25.7 7.1 1.4

70～74歳 91 15.4 2.2 4.4 2.2 4.4 13.2 13.2 7.7 0.0 2.2 1.1 2.2 1.1 0.0 1.1 4.4 16.5 4.4 4.4

75歳以上 137 16.8 5.8 2.9 2.9 5.1 8.8 18.2 5.1 0.0 1.5 1.5 7.3 0.0 0.0 0.0 1.5 14.6 5.1 2.9

無回答 111 1.8 0.9 1.8 0.9 3.6 2.7 3.6 2.7 0.0 1.8 1.8 0.9 0.9 0.0 1.8 1.8 3.6 0.9 68.5

ケガをした場所はどこでしたか

回

答

者

数

1,352全体

①

ケ

ガ

を

し

た

方

の

年

代

（

ケ

ガ

を

し

た

時

の

年

代

で

す

）

※平成 26 年度調査は選択肢無し 
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                                           Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１６）ケガをした部位
ぶ い

 

問
と い

41付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

41 で選択肢
せ ん た く し

1．ケガをした と回答
か い と う

した方
か た

に】 

⑤ケガをした部位
ぶ い

（体
からだ

の場所
ば し ょ

）はどこですか？ 

「ケガをした部位」の割合は、「あし（足・足首・ひざ等）」が 35.1%と最も高く、次いで「うで（手、手首、ひじ等）」が 27.4％だった。 

【経年比較】「あし」の割合は、令和 3 年度調査と比較すると 1.6 ポイント高くなっている。 

 

【ケガをした方の年代別】 「うで（手、手首、ひじ等）」の割合は、「20~29 歳」が最も高く 40.2％だった。「あし（足、足首、ひざ

等）は「13～15 歳」が最も高く、53.3％だった。          

 (%) 

 
                                ※令和 7 年度は回答者が最大 3 回の複数回答、回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計 

あ

た

ま

（

顔

、

目

、

鼻

、

耳

な

ど

）

首 う

で

（

手

、

手

首

、

ひ

じ

等

）

肩 胸

部

背

中

腹

部

腰

部

あ

し

（

足

、

足

首

、

ひ

ざ

等

）

そ

の

他

無

回

答

1,352 134 31 371 49 34 27 10 116 474 27 79

100.0 9.9 2.3 27.4 3.6 2.5 2.0 0.7 8.6 35.1 2.0 5.8

0～6歳 89 34.8 1.1 18.0 0.0 1.1 0.0 2.2 1.1 39.3 1.1 1.1

7～12歳 137 9.5 0.7 33.6 2.2 0.7 0.0 0.7 1.5 45.3 3.6 2.2

13～15歳 92 3.3 3.3 29.3 3.3 0.0 0.0 0.0 3.3 53.3 1.1 3.3

16～19歳 92 8.7 0.0 34.8 1.1 0.0 1.1 0.0 4.3 45.7 0.0 4.3

20～29歳 97 5.2 4.1 40.2 3.1 1.0 2.1 1.0 9.3 24.7 6.2 3.1

30～39歳 60 1.7 6.7 38.3 5.0 1.7 0.0 1.7 5.0 38.3 0.0 1.7

40～49歳 135 10.4 3.7 32.6 0.7 2.2 3.0 1.5 11.1 26.7 3.0 5.2

50～59歳 172 4.7 3.5 33.1 3.5 3.5 1.7 0.6 9.3 36.0 2.3 1.7

60～64歳 69 13.0 0.0 21.7 8.7 2.9 0.0 0.0 10.1 37.7 1.4 4.3

65～69歳 70 15.7 2.9 22.9 8.6 2.9 1.4 1.4 8.6 30.0 2.9 2.9

70～74歳 91 7.7 0.0 16.5 2.2 4.4 6.6 0.0 18.7 36.3 2.2 5.5

75歳以上 137 16.8 0.7 19.0 8.0 5.8 4.4 0.0 17.5 24.1 0.0 3.6

無回答 111 0.9 3.6 13.5 3.6 4.5 3.6 0.9 8.1 25.2 0.9 35.1

全体

①

ケ

ガ

を

し

た

方

の

年

代

（

ケ

ガ

を

し

た

時

の

年

代

で

す

）

ケガをした部位

回

答

数

35.1

27.4

9.9

8.6

3.6

2.5

2.3

2.0

0.7

2.0

5.8

33.5

39.8

4.0

8.7

2.8

2.2

5.3

1.9

0.0

1.9

0.0

33.7

39.3

8.3

6.0

2.0

2.7

4.3

2.3

0.7

0.7

0.0

 0%  10%  20%  30%  40%  50%

あし（足、足首、ひざ等）

うで（手、手首、ひじ等）

あたま（顔、目、鼻、耳など）

腰部

肩

胸部

首

背中

腹部

その他

無回答

令和7年度調査

(n=923)

令和3年度調査

(n=322)

平成26年度調査

(n=300)

※令和７年度は回答者が最大３回の複数回答、回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計 

※令和 3 年度、平成 26 年度調査＝セーフコミュニティに関する実態調査 
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  Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１７）ケガの種類
し ゅ る い

 

問
と い

41付
ふ

問
も ん

１  【問
と い

41 で選択肢
せ ん た く し

1．ケガをした と回答
か い と う

した方
か た

に】 

⑥どのようなケガでしたか？ 

「打撲」が 32.4％と最も高く、次いで「骨折」が 25.5％、「すり傷・ひっかき傷」が 24.5%だった。 

【経年比較】「骨折」の割合は、令和 3 年度調査と比較すると 14.3 ポイント高くなっている。 

 

【ケガをした方の年代別】 「すり傷・ひっかき傷」の割合は「0～6 歳」が 38.2％が最も高い。「骨折」の割合は「75 歳以上」が最も高

く 30.7％。次いで「7～12 歳」が 24.8％。 

                                                           (％)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                      ※令和 7 年度は回答者が最大 3 回の複数回答、回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計 

21.7

17.3

16.5

12.9

10.1

4.8

1.2

1.0

0.5

8.1

5.8

26.1

11.2

12.7

19.3

9.9

9.3

0.6

0.6

0.3

9.3

0.6

31.7

10.0

16.0

15.0

11.7

6.7

1.0

0.3

0.0

9.3

5.7

 0%  10%  20%  30%  40%

打撲

骨折

すり傷・ひっかき傷

刺し傷・切り傷

捻挫

やけど

脳挫傷・脳振とう

脱臼

中毒・誤飲

その他

無回答

令和7年度調査

(n=923)

令和3年度調査

(n=322)

平成26年度調査

(n=300)

※令和７年度は回答者が最大３回の複数回答、回答者 923 名、回答数 1,352 件にて集計 

※令和 3 年度、平成 26 年度調査＝セーフコミュニティに関する実態調査 

脳
挫
傷
・
脳
振
と
う

骨
折

や
け
ど

脱
臼

捻
挫

打
撲

刺
し
傷
・
切
り
傷

す
り
傷
・
ひ
っ

か
き
傷

中
毒
・
誤
飲

そ
の
他

無
回
答

16 234 65 14 136 294 174 223 7 110 79

1.2 17.3 4.8 1.0 10.1 21.7 12.9 16.5 0.5 8.1 5.8

0～6歳 89 0.0 5.6 7.9 1.1 1.1 27.0 14.6 38.2 1.1 1.1 2.2

7～12歳 137 1.5 24.8 2.9 0.7 9.5 21.2 8.8 24.1 0.7 2.9 2.9

13～15歳 92 1.1 18.5 1.1 1.1 32.6 12.0 8.7 16.3 0.0 4.3 4.3

16～19歳 92 2.2 18.5 5.4 2.2 10.9 15.2 12.0 19.6 0.0 9.8 4.3

20～29歳 97 0.0 3.1 7.2 3.1 11.3 26.8 15.5 16.5 0.0 14.4 2.1

30～39歳 60 0.0 20.0 1.7 0.0 15.0 20.0 20.0 8.3 1.7 13.3 0.0

40～49歳 135 0.7 14.8 9.6 0.7 6.7 17.8 19.3 13.3 0.0 15.6 1.5

50～59歳 172 0.6 18.0 9.9 1.2 8.7 26.7 15.7 9.3 0.0 7.6 2.3

60～64歳 69 1.4 20.3 2.9 0.0 15.9 21.7 15.9 7.2 0.0 13.0 1.4

65～69歳 70 5.7 21.4 2.9 0.0 8.6 27.1 10.0 14.3 0.0 7.1 2.9

70～74歳 91 0.0 26.4 1.1 0.0 11.0 29.7 12.1 5.5 0.0 12.1 2.2

75歳以上 137 2.9 30.7 2.2 1.5 6.6 24.1 8.8 12.4 1.5 6.6 2.9

無回答 111 0.0 0.0 1.8 0.9 1.8 12.6 8.1 27.9 1.8 1.8 43.2

全体

①

ケ

ガ

を

し

た

方

の

年

代

（

ケ

ガ

を

し

た

時

の

年

代

で

す

）

1,352

どのようなケガでしたか

回

答

者

数
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            Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１８）現在
げ ん ざ い

または、今後
こ ん ご

の安全
あ ん ぜ ん

・安心
あ ん し ん

の取
と

り組
く

み 

問
と い

42 次
つ ぎ

の（ア）から（サ）の安全
あんぜ ん

・安心
あ ん し ん

の取
と

り組
く

みのうち、あなたの取
と

り組
く

みの状況
じょうきょう

について該当
が い と う

するものを            

選
え ら

んでください。（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

「現在取り組んでいる」活動について、「（ア）自宅での事故やけがの防止活動」が 32.0％と最も高く、次いで「（イ）交通安全活

動」30.5％となっている。「今後も取り組みたい」活動について、「（ア）自宅での事故やけがの防止活動」が 31.9％と最も高く、次い

で、「(イ)交通安全活動」が 28.9%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.0 

31.9 

30.5 

28.9 

8.1 

18.4 

10.0 

17.7 

11.8 

18.3 

9.6 

16.9 

4.5 

14.9 

7.0 

16.1 

21.6 

25.6 

31.3 

2.8 

12.5 

25.9 

27.4 

31.8 

27.7 

21.5 

8.2 

30.2 

12.5 

23.6 

14.6 

27.0 

9.7 

22.1 

3.8 

23.2 

8.6 

24.0 

29.0 

34.0 

26.8 

6.0 

15.1 

31.1 

0% 10% 20% 30% 40%

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

現在取り組んでいる

今後も取り組みたい

令和7年度(n=2,763) 令和3年度（n=1,275)

※令和 3 年度調査＝セーフコミュニュティに関する実態調査 
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

【現在
げ ん ざ い

取
と

り組
く

んでいる活動
か つ ど う

】 

 

【性別】 「(ケ)防災活動」の割合は、「女性」が 22.9％、「男性」が 19.9％と「女性」が「男性」よりも 3.0 ポイント高い。 

【性別・年齢別】 「(イ)交通安全活動」の割合は、「男性 15・16・17 歳」が 54.5％と最も高く、次いで「女性 15・16・17 歳」が

47.8％、「男性 18・19 歳」が 46.2%と 4 割を超えている。 

【ブロック別】「(ア)自宅での事故やけがの防止活動」の割合は、「中央東部」が 34.8％と最も高く、次いで「南東部」が 34.6％だっ

た。                                                                                        (％)      

 

 

(

ア

)

自
宅
で
の
事
故
や
け
が
の
防
止
活
動

　
　
（

段
差
の
解
消
、

家
具
等
の
衝
突
防
止
な
ど
）

(

イ

)

交
通
安
全
活
動
（

反
射
材
の
着
用
、

　
　
　
自
転
車
乗
車
の
際
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
、

　
　
　
な
が
ら
運
転
は
し
な
い
な
ど
）

(

ウ

)

児
童
虐
待
防
止
活
動
（

虐
待
か
も
と
思
っ

た
ら

　
　
　
1
8
9
へ
電
話
、

育
児
に
悩
ん
だ
ら
相
談
す
る
、

　
　
　
気
に
な
る
子
ど
も
や
困
っ

て
い
る
親
に
声
を
か
け

　
　
　
る
な
ど
）

(

エ

)

地
域
の
子
育
て
活
動

　
　
（

登
下
校
の
見
守
り
、

こ
ど
も
1
1
0
番
の

　
　
　
家
な
ど
）

(

オ

)

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
活
動

　
　
（

転
倒
予
防
、

高
齢
者
の
見
守
り
、

　
　
　
転
ば
な
い
体
づ
く
り
な
ど
）

(

カ

)

防
犯
活
動
（

自
転
車
は
ツ
ー

ロ
ッ

ク
、

　
　
　
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
）

(
キ

)

Ｄ
Ｖ
防
止
活
動

　
　
（

Ｄ
Ｖ
か
も
と
思
っ

た
ら
相
談
す
る
な
ど
）

(

ク

)

自
殺
予
防
活
動
（

悩
み
や
不
安
は
ひ
と
り
で

　
　
　
抱
え
込
ま
な
い
、

身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
い
て

　
　
　
声
を
か
け
る
な
ど
）

(

ケ

)

防
災
活
動
（

家
具
の
転
倒
防
止
、

食
料
な
ど
の

　
　
　
備
蓄
、

避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
）

(

コ

)

現
在
、

ど
れ
に
も
取
り
組
ん
で
い
な
い

(

サ

)

今
後
、

ど
れ
に
も
取
り
組
み
た
い
と
は

　
　
　
思
わ
な
い

無
回
答

2763 883 843 224 276 327 266 124 194 598 865 77 345

32.0 30.5 8.1 10.0 11.8 9.6 4.5 7.0 21.6 31.3 2.8 12.5

女性 1566 32.2 31.5 8.7 10.0 12.6 9.6 4.5 7.1 22.9 29.2 2.5 11.4

男性 1180 31.4 29.3 7.2 9.9 10.6 9.5 4.2 6.8 19.9 34.2 3.1 13.8

（　　） 6 16.7 16.7 16.7 0.0 33.3 16.7 16.7 16.7 16.7 50.0 0.0 16.7

無回答 11 54.5 27.3 18.2 18.2 27.3 27.3 18.2 18.2 36.4 18.2 9.1 18.2

女性15・16・17歳 46 19.6 47.8 2.2 4.3 4.3 8.7 2.2 6.5 19.6 30.4 0.0 4.3

女性18・19歳 30 33.3 30.0 6.7 3.3 10.0 16.7 6.7 13.3 16.7 30.0 3.3 6.7

女性20歳代 226 24.3 23.0 6.2 4.4 8.4 10.2 4.0 7.1 12.8 35.8 1.3 10.6

女性30歳代 207 37.2 30.0 8.2 9.2 4.8 6.8 4.3 5.8 21.3 30.4 0.5 7.7

女性40歳代 287 26.8 35.9 9.4 13.9 5.9 10.1 3.5 6.3 25.4 30.7 1.4 8.4

女性50歳代 272 27.2 31.3 7.0 6.3 9.6 8.1 3.3 8.5 25.4 36.8 2.2 7.4

女性60～64歳 126 44.4 29.4 15.9 11.9 16.7 12.7 7.1 7.1 23.8 24.6 1.6 15.9

女性65～69歳 117 39.3 35.0 11.1 13.7 26.5 12.8 6.8 9.4 27.4 23.9 3.4 12.8

女性70～74歳 115 37.4 30.4 9.6 13.0 20.9 7.8 3.5 4.3 25.2 19.1 9.6 22.6

女性75歳以上 137 42.3 34.3 8.8 16.1 31.4 9.5 7.3 7.3 26.3 15.3 5.1 21.2

男性15・16・17歳 44 38.6 54.5 11.4 11.4 6.8 13.6 2.3 9.1 15.9 15.9 4.5 6.8

男性18・19歳 39 28.2 46.2 2.6 7.7 10.3 12.8 2.6 10.3 17.9 33.3 0.0 5.1

男性20歳代 140 25.7 25.7 9.3 7.9 5.0 11.4 5.7 9.3 18.6 39.3 1.4 11.4

男性30歳代 143 25.2 20.3 4.2 9.1 2.1 5.6 2.8 7.0 13.3 46.2 0.7 15.4

男性40歳代 201 29.9 25.9 5.5 9.0 7.0 7.5 2.5 4.0 12.4 38.8 2.5 11.9

男性50歳代 212 26.9 26.4 6.1 5.7 7.1 6.6 1.4 4.7 19.8 41.5 4.2 9.9

男性60～64歳 84 36.9 21.4 6.0 7.1 17.9 6.0 3.6 6.0 21.4 34.5 2.4 10.7

男性65～69歳 88 42.0 37.5 6.8 9.1 11.4 9.1 4.5 4.5 23.9 25.0 3.4 13.6

男性70～74歳 99 43.4 35.4 11.1 16.2 24.2 16.2 9.1 10.1 27.3 21.2 5.1 22.2

男性75歳以上 130 33.1 34.6 10.8 19.2 23.1 14.6 9.2 9.2 33.1 18.5 6.2 24.6

(      )・無回答 20 35.0 20.0 15.0 10.0 30.0 20.0 15.0 15.0 35.0 25.0 5.0 20.0

東部A 177 32.8 31.6 10.7 19.2 13.6 13.0 6.8 9.6 24.3 28.2 4.0 13.6

東部B（田主丸） 150 34.0 32.0 14.7 19.3 18.7 8.7 7.3 10.0 29.3 22.0 2.0 18.7

北部A 269 31.2 29.4 7.8 8.9 11.2 8.2 5.2 7.4 20.1 35.7 3.7 10.8

北部B（北野） 135 26.7 35.6 7.4 6.7 11.1 7.4 5.2 7.4 22.2 32.6 3.0 13.3

中央東部 333 34.8 32.7 5.7 6.3 11.1 10.2 2.7 5.7 19.5 30.3 1.5 9.6

南東部 254 34.6 24.8 7.9 9.4 11.8 8.7 5.9 8.7 22.8 28.0 2.8 15.4

中央部 397 32.2 31.7 8.6 9.6 12.1 9.3 4.3 6.0 24.9 31.7 4.5 13.6

中央南部 440 31.6 29.3 5.9 6.8 8.6 9.8 2.5 5.0 18.0 34.1 1.4 9.8

南西部 256 32.8 32.8 7.0 10.9 11.3 10.5 2.0 5.9 22.3 32.0 1.6 9.8

西部A（城島） 116 30.2 34.5 8.6 8.6 18.1 9.5 6.9 8.6 23.3 23.3 1.7 18.1

西部B（三潴） 156 31.4 29.5 12.2 12.8 14.1 10.9 7.1 8.3 14.7 34.6 4.5 11.5

わからない・無回答 80 18.8 18.8 7.5 11.3 6.3 8.8 5.0 8.8 23.8 38.8 5.0 17.5

ブ
ロ
ッ

ク
別

回

答

者

数

安全・安心への取り組み状況

全体

性

別

性

別

・

年

齢

別
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

【今後
こ ん ご

も取
と

り組
く

みたい活動
か つ ど う

】 

【性別】「(カ)防犯活動」の割合は、「男性」が 17.7％、「女性」が 16.2％と「男性」が「女性」よりも 1.5 ポイント高い。 

【性別・年齢別】 「(ア)自宅での事故やけがの防止活動」の割合は、「女性 18・19 歳」が 46.7％と最も高く、次いで「男性 70～74

歳」が 41.4％。 

【ブロック別】「(ア)自宅での事故やけがの防止活動」の割合は、 「東部 B（田主丸）」が 38.0％と最も高く、次いで「東部 A」が

35.0％だった。 

                                                                              (％)   

(

ア

)

自
宅
で
の
事
故
や
け
が
の
防
止
活
動

　
　
（

段
差
の
解
消
、

家
具
等
の
衝
突
防
止
な
ど
）

(

イ

)

交
通
安
全
活
動
（

反
射
材
の
着
用
、

　
　
　
自
転
車
乗
車
の
際
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
、

　
　
　
な
が
ら
運
転
は
し
な
い
な
ど
）

(

ウ

)

児
童
虐
待
防
止
活
動

　
　
（

虐
待
か
も
と
思
っ

た
ら
1
8
9
へ
電
話
、

　
　
　
育
児
に
悩
ん
だ
ら
相
談
す
る
、

　
　
　
気
に
な
る
子
ど
も
や
困
っ

て
い
る
親
に
声
を
か
け
る
な
ど
）

(

エ

)
地
域
の
子
育
て
活
動

　
　
（

登
下
校
の
見
守
り
、

こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
な
ど
）

(

オ

)

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
活
動

　
　
（

転
倒
予
防
、

高
齢
者
の
見
守
り
、

　
　
　
転
ば
な
い
体
づ
く
り
な
ど
）

(

カ

)

防
犯
活
動
（

自
転
車
は
ツ
ー

ロ
ッ

ク
、

　
　
　
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
）

(

キ

)

Ｄ
Ｖ
防
止
活
動

　
　
（

Ｄ
Ｖ
か
も
と
思
っ

た
ら
相
談
す
る
な
ど
）

(

ク

)

自
殺
予
防
活
動
（

悩
み
や
不
安
は
ひ
と
り
で

　
　
　
抱
え
込
ま
な
い
、

身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
い
て

　
　
　
声
を
か
け
る
な
ど
）

(

ケ

)

防
災
活
動
（

家
具
の
転
倒
防
止
、

食
料
な
ど
の

　
　
　
備
蓄
、

避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
）

無
回
答

2,763 882 799 509 489 505 466 412 446 708 715

31.9 28.9 18.4 17.7 18.3 16.9 14.9 16.1 25.6 25.9

女性 1,566 31.8 29.1 18.5 17.4 18.1 16.2 14.8 16.2 26.5 26.3

男性 1,180 32.2 28.9 18.1 18.1 18.2 17.7 15.0 16.0 24.6 25.3

（　　） 6 16.7 16.7 16.7 0.0 33.3 16.7 16.7 16.7 16.7 16.7

無回答 11 27.3 9.1 36.4 27.3 45.5 18.2 18.2 27.3 18.2 27.3

女性15・16・17歳 46 21.7 37.0 2.2 2.2 2.2 8.7 2.2 4.3 17.4 13.0

女性18・19歳 30 46.7 33.3 13.3 16.7 23.3 20.0 13.3 16.7 26.7 3.3

女性20歳代 226 27.9 24.8 14.6 12.4 15.0 15.0 12.8 15.5 18.1 16.4

女性30歳代 207 38.6 28.0 15.0 15.5 11.6 12.6 11.1 11.6 24.2 14.5

女性40歳代 287 27.9 36.2 16.0 20.9 12.2 14.3 10.5 11.8 26.8 22.0

女性50歳代 272 26.1 26.5 17.6 15.4 16.9 13.6 14.7 16.5 26.1 31.6

女性60～64歳 126 34.9 30.2 23.0 19.0 21.4 16.7 17.5 21.4 24.6 31.7

女性65～69歳 117 35.0 23.9 23.1 17.9 28.2 17.1 17.9 14.5 35.0 33.3

女性70～74歳 115 35.7 32.2 30.4 25.2 32.2 26.1 25.2 27.8 34.8 43.5

女性75歳以上 137 38.7 25.5 26.3 22.6 27.7 25.5 24.1 23.4 34.3 43.1

男性15・16・17歳 44 31.8 54.5 15.9 18.2 13.6 18.2 13.6 15.9 13.6 13.6

男性18・19歳 39 35.9 43.6 12.8 17.9 12.8 17.9 12.8 15.4 30.8 2.6

男性20歳代 140 28.6 22.1 7.9 10.0 10.7 14.3 9.3 11.4 16.4 15.0

男性30歳代 143 31.5 23.1 15.4 15.4 11.2 14.0 11.2 11.2 17.5 16.1

男性40歳代 201 29.9 28.4 15.4 18.9 14.4 15.4 12.4 13.9 23.4 19.4

男性50歳代 212 30.7 28.3 15.6 15.6 18.4 16.5 14.2 15.1 27.8 25.0

男性60～64歳 84 31.0 22.6 17.9 13.1 19.0 16.7 14.3 15.5 27.4 26.2

男性65～69歳 88 36.4 34.1 28.4 22.7 25.0 21.6 20.5 20.5 25.0 37.5

男性70～74歳 99 41.4 35.4 32.3 29.3 34.3 27.3 24.2 25.3 36.4 37.4

男性75歳以上 130 33.1 26.9 25.4 23.8 25.4 21.5 21.5 21.5 28.5 49.2

(      )・無回答 20 25.0 15.0 25.0 15.0 40.0 15.0 15.0 20.0 20.0 25.0

東部A 177 35.0 27.1 19.8 20.3 20.3 13.6 13.6 13.6 26.6 28.2

東部B（田主丸） 150 38.0 37.3 27.3 28.7 22.0 24.0 24.0 24.0 30.0 28.7

北部A 269 29.0 22.3 13.0 15.6 17.1 12.6 9.7 10.8 22.7 24.2

北部B（北野） 135 29.6 37.0 22.2 19.3 21.5 20.0 16.3 17.8 32.6 20.7

中央東部 333 33.0 33.3 18.6 15.3 20.1 16.5 15.3 16.8 23.7 22.8

南東部 254 33.9 26.4 19.7 17.3 21.7 20.5 17.3 18.9 29.9 26.4

中央部 397 30.5 30.0 17.9 14.6 14.9 17.1 12.8 13.6 25.4 26.4

中央南部 440 30.7 25.9 16.4 16.4 15.5 15.0 14.5 14.3 22.5 26.8

南西部 256 33.6 32.4 15.6 18.4 17.2 16.4 13.7 17.2 25.8 19.9

西部A（城島） 116 34.5 28.4 24.1 23.3 23.3 22.4 21.6 24.1 26.7 31.0

西部B（三潴） 156 28.8 27.6 19.9 19.2 18.6 17.3 16.0 17.3 23.7 36.5

わからない・無回答 80 27.5 18.8 17.5 16.3 15.0 11.3 11.3 16.3 27.5 23.8

ブ
ロ
ッ

ク
別

回

答

者

数

今後も取り組みたい

全体

性

別

性

別

・

年

齢

別
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                                Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１９）運転
う ん て ん

免許証
め ん き ょ し ょ う

を返納
へ ん の う

したほうがいいと思
お も

う状況
じょうきょう

 

問
と い

43 あなたは、どのような状態
じょうたい

になったら、運転
う ん て ん

免許証
めんきょしょう

を返納
へ ん の う

したほうがいい（免許
め ん き ょ

更新
こ う し ん

しないことを含
ふ く

む）               

と思
お も

いますか。（あてはまる番号
ば ん ご う

1 つだけ） 

「身体能力や判断能力の低下など運転に不安を感じたとき」が 46.4％と最も高く、「ある程度の年齢に達したとき」の 27.7％を

大きく上回った。 

【経年比較】「ある程度の年齢に達したとき」は 27.7%で、令和 3 年度調査と比較すると、4.9 ポイント高い。一方で、「身体能力や

判断能力の低下などに不安を感じたとき」は 46.4%で、令和 3 年度調査と比較すると 4.9 ポイント低い。 

 

【性別】「ある程度の年齢に達したとき」は「女性」30.0%、「男性」24.7%で、「女性」が「男性」より 5.3 ポイント高い。 

【性別・年齢別】「身体能力や判断能力の低下などに不安を感じたとき」の割合は、「男性 75 歳以上」が 58.5％と最も高く、次いで

「女性 65～69 歳」が 58.1％。 

【ブロック別】 「ある程度の年齢に達したとき」の割合は、「中央部」が 35.5％と最も高く、次いで「中央南部」が 31.4％と 3 割を超え

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.7 

22.8

13.2 

10.1

46.4 

51.3

1.3 

0.5

4.1 

5.6

3.5 

3.9

3.7 

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=1,275)

（70歳以上や80歳などの）ある程度の年齢に達したとき 家族や身近な人から運転を控えるように勧められたとき
身体能力や判断力の低下など運転に不安を感じたとき 交通違反や交通事故を起こしたとき
生活が不便になるので、できれば運転を続けたい 運転免許証の返納について考えたことはない
無回答

▷ 担当課：協働推進部 安全安心推進課  

▷ テーマ：安全・安心なまちづくりについて・セーフコミュニティ 

▷ 調査の目的：久留米市が取り組んでいるセーフコミュニティの認知度や、身のまわりのけがや事故などの実態を把握し、安全安心なま

ちづくりを推進していくための基礎資料とします。また、セーフコミュニティ推進事業や市総合計画の指標とします。 

▷ 調査結果について： 

セーフコミュニティは、「けがや事故は偶然の結果ではなく、予防することができる」という考えのもと、地域のみなさん、 各種団

体、行政が一緒になって「安全安心のまちづくり」を目指す取組です。 

久留米市は、平成２３年にセーフコミュニティの取組を開始し、その後３回の認証を取得し、活動を行っています。調査結果を見る

と、セーフコミュニティの取組について、「知らない」と回答した方が７４．７％と多数を占めており、まだまだ認知度が低いことが見え

てきました。年齢別では、「知っている」「聞いたことがある」と回答した人の割合が１０歳代で高くなっており、セーフコミュニティ標

語の募集やインスタグラムでの情報発信の効果が出て、若年層で認知度が上がったと思われます。一方、３０歳～５０歳代の認知度が低

く、今後は、特にこの世代を対象にした啓発のあり方を工夫する必要があると考えています。また、犯罪について「不安を感じる」「やや

不安を感じる」と回答した割合は、これまでで最も高くなっており、地域の防犯対策を強化する必要があると考えるところです。他に

も、防災や DV、高齢者の虐待、児童虐待に関してお尋ねしましたが、今後は、本調査結果をもとに、市民の皆様が安心して安全に暮らせ

るまちづくりを推進して参ります。 

 

調査結果を受けての担当課所感 



177 

Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（１９）運転
う ん て ん

免許証
めんきょしょう

を返納
へ ん の う

したほうがいいと思
お も

う状況
じょうきょう

 

                                                                               (％)   

（

7
0
歳
以
上
や
8
0
歳
な
ど
の
）

あ
る
程
度
の
年
齢
に
達
し
た
と
き

家
族
や
身
近
な
人
か
ら

運
転
を
控
え
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
と
き

身
体
能
力
や
判
断
力
の
低
下
な
ど

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
と
き

交
通
違
反
や
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
と
き

生
活
が
不
便
に
な
る
の
で
、

で
き
れ
ば
運
転
を
続
け
た
い

運
転
免
許
証
の
返
納
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

2,763 766 366 1,282 36 113 97 103

100 27.7 13.2 46.4 1.3 4.1 3.5 3.7

女性 1,566 30.0 13.3 46.4 1.0 3.2 2.4 3.7

男性 1,180 24.7 13.0 46.8 1.8 5.3 5.0 3.4

（　　） 6 16.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 16.7

無回答 11 27.3 18.2 18.2 0.0 0.0 0.0 36.4

女性15・16・17歳 46 32.6 23.9 37.0 0.0 2.2 2.2 2.2

女性18・19歳 30 26.7 16.7 40.0 3.3 3.3 6.7 3.3

女性20歳代 226 33.2 17.7 38.1 2.2 0.4 1.8 6.6

女性30歳代 207 32.4 15.0 43.5 1.0 2.9 2.4 2.9

女性40歳代 287 31.4 14.6 46.0 1.0 1.4 2.4 3.1

女性50歳代 272 26.5 12.5 50.4 0.4 4.0 3.7 2.6

女性60～64歳 126 30.2 7.1 53.2 0.8 3.2 2.4 3.2

女性65～69歳 117 27.4 6.8 58.1 0.0 5.1 0.9 1.7

女性70～74歳 115 32.2 9.6 46.1 0.9 5.2 2.6 3.5

女性75歳以上 137 25.5 11.7 46.7 0.7 7.3 1.5 6.6

男性15・16・17歳 44 50.0 18.2 22.7 2.3 0.0 4.5 2.3

男性18・19歳 39 33.3 28.2 30.8 5.1 0.0 2.6 0.0

男性20歳代 140 30.7 13.6 40.0 1.4 2.1 4.3 7.9

男性30歳代 143 29.4 14.7 43.4 2.1 0.7 4.9 4.9

男性40歳代 201 26.4 16.9 39.8 2.0 4.5 7.0 3.5

男性50歳代 212 19.8 14.2 50.9 3.3 3.8 6.1 1.9

男性60～64歳 84 20.2 6.0 57.1 0.0 10.7 3.6 2.4

男性65～69歳 88 20.5 14.8 50.0 1.1 6.8 6.8 0.0

男性70～74歳 99 17.2 6.1 56.6 1.0 10.1 5.1 4.0

男性75歳以上 130 19.2 4.6 58.5 0.0 13.1 1.5 3.1

(     )・無回答 20 25.0 30.0 20.0 0.0 0.0 0.0 25.0

東部A 177 21.5 14.7 48.6 1.1 3.4 5.6 5.1

東部B（田主丸） 150 18.0 10.0 53.3 0.0 11.3 2.7 4.7

北部A 269 24.5 11.5 50.9 0.7 3.3 4.1 4.8

北部B（北野） 135 20.0 14.1 54.1 2.2 4.4 4.4 0.7

中央東部 333 28.5 12.0 49.2 0.9 3.0 3.9 2.4

南東部 254 23.2 16.9 46.5 1.6 4.7 2.8 4.3

中央部 397 35.5 12.3 41.3 1.0 2.8 3.3 3.8

中央南部 440 31.4 13.0 44.1 1.6 3.4 3.4 3.2

南西部 256 28.9 16.8 43.0 2.0 2.7 2.7 3.9

西部A（城島） 116 29.3 13.8 44.0 0.9 6.0 3.4 2.6

西部B（三潴） 156 26.9 12.8 44.2 1.3 7.1 3.8 3.8

わからない・無回答 80 31.3 8.8 45.0 3.8 2.5 1.3 7.5

ブ
ロ
ッ

ク
別

回

答

者

数

運転免許証の返納条件

全体

性

別

性

別

・

年

齢

別
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                                Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

（２０）不安
ふ あ ん

に感
か ん

じる犯罪
は ん ざ い

 

問
と い

44 あなたが、不安
ふ あ ん

に感
か ん

じる犯罪
は ん ざ い

は何
なん

ですか？（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

「不安に感じる犯罪」の割合は、「窃盗」が 67.8％、「詐欺」が 62.0％となり、「窃盗」が「詐欺」より 5.8 ポイント高かった。 

 

【経年比較】 

令和 3 年度調査と比較すると、「窃盗」は 67.8%と 12.1 ポイント減少したが、依然として最も高い割合だった。「詐欺」も 64.4%

から 62.0%へ減少している。一方で、「インターネット上の犯罪」は 43.3%から 46.3%と 3.0 ポイント増加。「暴力団関係」は

18.1%と 10.3 ポイント増加している。「性犯罪」は 27.5%と 9.5 ポイント増加している。 

  

 

 

 

 

67.8 

62.0 

46.3 

34.7 

27.5 

18.1 

16.4 

8.0 

0.9 

3.3 

3.4 

79.9 

64.4 

43.3 

30.4 

18.0 

7.8 

10.0 

4.9 

0.9 
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 0%  20%  40%  60%  80%

窃盗（空き巣や自転車の盗難、ひったくりなど）

詐欺（ニセ電話、架空請求、訪問販売など）

インターネット上での犯罪

暴力（暴力行為、脅迫、傷害、強盗など）

性犯罪（強制性交罪、強制わいせつ、痴漢、盗撮、のぞきなど）

暴力団関係（みかじめ料や口止め料の要求、不当な債権取り立てなど）

ストーカー

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

その他

不安に感じる犯罪はない

無回答

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=1,275)

※注 令和 3 年度調査は選択肢無し 

※令和 3 年度調査＝セーフコミュニュティに関する実態調査 
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Ⅱ調査結果の分析（５．安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について） 

【性別】「性犯罪」の割合は、「女性」が 34.2％、「男性」が 18.7％と「女性」が「男性」よりも 15.5 ポイント高い。 

【性別・年齢別】「インターネット上での犯罪」の割合は、「女性 18・19 歳」が 70.0％と最も高く、唯一 7 割を超えている。「詐欺」の

割合は、「女性」60 歳以上、「男性」65 歳以上で、7 割を超えている。 

【ブロック別】 「窃盗」の割合は、「中央南部」が 72.3％と最も高く、次いで「北部 A」が 71.0％だった。 
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2763 1874 1714 960 220 452 1278 761 500 26 91 94

67.8 62.0 34.7 8.0 16.4 46.3 27.5 18.1 0.9 3.3 3.4

女性 1566 69.6 63.4 33.8 10.0 20.6 49.2 34.2 15.0 0.8 2.2 3.4

男性 1180 65.4 60.4 35.8 5.3 10.7 42.7 18.7 22.1 1.0 4.7 3.1

（　　） 6 66.7 33.3 50.0 0.0 16.7 33.3 33.3 16.7 0.0 0.0 16.7

無回答 11 72.7 54.5 36.4 9.1 18.2 18.2 27.3 27.3 9.1 0.0 18.2

女性15・16・17歳 46 65.2 54.3 34.8 23.9 34.8 52.2 47.8 17.4 2.2 4.3 2.2

女性18・19歳 30 70.0 63.3 43.3 26.7 50.0 70.0 66.7 43.3 0.0 0.0 3.3

女性20歳代 226 60.6 49.6 35.4 15.9 41.6 45.6 47.3 24.3 0.4 1.8 7.5

女性30歳代 207 72.0 56.0 37.7 12.6 27.5 56.0 54.1 23.2 1.4 0.0 2.9

女性40歳代 287 69.7 59.6 36.2 7.7 17.4 56.4 43.6 12.9 1.0 2.1 3.8

女性50歳代 272 75.4 69.1 34.9 8.8 18.8 57.0 30.5 12.9 0.4 1.1 1.8

女性60～64歳 126 71.4 71.4 34.1 6.3 10.3 57.9 19.0 7.9 1.6 2.4 0.0

女性65～69歳 117 67.5 74.4 30.8 7.7 12.0 43.6 15.4 11.1 0.0 3.4 2.6

女性70～74歳 115 75.7 75.7 26.1 7.0 6.1 30.4 9.6 7.0 0.0 3.5 1.7

女性75歳以上 137 66.4 70.8 25.5 2.9 4.4 21.2 9.5 5.8 1.5 6.6 5.1

男性15・16・17歳 44 59.1 47.7 38.6 11.4 25.0 56.8 22.7 22.7 4.5 11.4 2.3

男性18・19歳 39 64.1 51.3 38.5 2.6 7.7 41.0 15.4 15.4 0.0 7.7 0.0

男性20歳代 140 56.4 39.3 32.1 10.0 15.0 39.3 21.4 33.6 0.7 8.6 7.1

男性30歳代 143 62.2 53.8 44.1 6.3 13.3 49.0 29.4 30.8 0.0 4.9 4.9

男性40歳代 201 71.1 54.2 38.8 6.5 15.9 45.8 35.3 20.4 2.0 5.0 3.5

男性50歳代 212 71.7 65.1 37.7 4.7 9.4 51.4 17.9 23.1 0.5 1.4 0.5

男性60～64歳 84 65.5 65.5 29.8 3.6 8.3 46.4 8.3 20.2 2.4 1.2 2.4

男性65～69歳 88 71.6 78.4 34.1 3.4 5.7 42.0 5.7 15.9 1.1 4.5 1.1

男性70～74歳 99 68.7 74.7 32.3 0.0 2.0 31.3 4.0 16.2 0.0 2.0 4.0

男性75歳以上 130 55.4 73.1 29.2 3.8 4.6 23.1 6.2 13.1 0.8 6.9 3.1

(     )・無回答 20 65.0 45.0 35.0 5.0 15.0 25.0 25.0 20.0 5.0 0.0 20.0

東部A 177 68.9 66.7 36.2 9.6 12.4 40.7 20.9 15.8 0.6 1.7 5.6

東部B（田主丸） 150 66.7 70.7 30.0 9.3 12.7 40.0 17.3 11.3 1.3 2.7 3.3

北部A 269 71.0 60.6 33.1 5.9 14.9 48.3 27.1 20.8 0.0 3.7 5.2

北部B（北野） 135 64.4 63.7 44.4 11.9 19.3 45.2 28.9 23.0 1.5 5.9 0.7

中央東部 333 68.5 62.8 36.9 9.3 17.4 50.8 28.2 18.6 1.2 1.8 1.8

南東部 254 69.3 61.8 35.4 7.9 18.5 48.0 28.7 17.3 1.6 2.8 3.1

中央部 397 64.7 58.2 36.0 7.1 17.4 51.1 32.7 19.4 0.0 3.3 3.8

中央南部 440 72.3 62.7 32.5 8.0 17.0 50.2 30.7 20.0 1.4 2.5 3.0

南西部 256 64.5 62.9 32.8 5.1 14.8 44.9 25.4 13.7 0.4 3.9 4.3

西部A（城島） 116 66.4 66.4 31.0 12.1 13.8 34.5 27.6 17.2 0.9 5.2 1.7

西部B（三潴） 156 68.6 60.3 35.3 7.1 14.7 37.8 24.4 16.0 0.6 4.5 2.6

わからない・無回答 80 57.5 45.0 35.0 6.3 23.8 32.5 23.8 21.3 5.0 7.5 6.3
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